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　2月臨時市議会は、7日に開かれ、上程された工事請負契約の変更について及び訴訟上の和解についての2議案
を審議し、いずれも原案のとおり可決しました。
▽工事請負契約の変更については、中ノ坪北貯留施設築造工事に係る残土処分地の変更による工事請負契約の変
更がありました。

▽訴訟上の和解については、本市ごみ焼却施設の入札談合に係る損害賠償請求控訴事件において、大阪高等裁判
所からの和解勧告があり、示された和解条項について被控訴人も同意しており、裁判上の和解であることを勘
案し、和解するものでした。

　3月定例市議会は3月1日から29日までの29日間にわたって開かれました。この議会では平成24年度一
般会計予算など54議案及び平成23年度一般会計補正予算など19議案、計73議案が上程されました。平成
24年度予算関係45議案については、予算審査特別委員会を6日間開催し、各常任委員会の所管に関する事項、
総括質疑などの審査を行いました。また当初予算関係以外の9議案と平成23年度一般会計補正予算など18議案
の27議案については、各常任委員会での審査を経て、いずれも原案どおり可決しました。
　人事議案では、人権擁護委員の候補者の推薦について同意しました。また、議員提出議案として、福知山市議会
委員会条例の一部を改正したほか、意見書1件を可決し、国等の関係機関に送付しました。
　一般質問は、9、10日の2日間にわたり行われ、会派代表により7人の議員が質問に立ち、市政をただしまし
た。
　なお、市民から出されていた請願1件は委員会において継続審査中です。

2月臨時市議会・3月定例市議会の概要2月臨時市議会・3月定例市議会の概要

15特別会計、4企業会計と合わせ、 　総額　775億8612万円。 15特別会計、4企業会計と合わせ、 　総額　775億8612万円。 　775億8612万円。 
平成24年度福知山市予算  可決！！　一般会計総額376億9000万円 平成24年度福知山市予算  可決！！　一般会計総額376億9000万円   可決！！　一般会計総額376億9000万円 

「ＴＰＰ（環太平洋戦略的経済連携協定）参加  問題に関し、的確な政策決定を求める意見書」を国へ提出！ 「ＴＰＰ（環太平洋戦略的経済連携協定）参加  問題に関し、的確な政策決定を求める意見書」を国へ提出！   問題に関し、的確な政策決定を求める意見書」を国へ提出！ 
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平成24年度関係分

▽当初予算
　一般会計で 376億 9000万円、特別会計（15会計）222億 3447万 2000円、企業会計（4会計）176億 6165万
4000円、全会計の総額は 775億 8612万 6000円で、一般会計当初予算は、平成 23年度と比べて 19億 1000万
円（4．8％）の減額となりました。
▽条例関係
　「福知山市防災センター条例」の制定、「福知山市事務分掌条例の一部を改正する条例の制定」など 32条例の
制定や改正を行いました。（Ｐ 14－ 15参照）
▽その他
・辺地総合整備計画の変更について　　　　・過疎地域自立促進市町村計画の変更について

平成23年度関係分

▽補正予算
　一般会計で、534万 2000円の減額補正を、特別会計では、1億 2991万円の減額補正を行い、補正後の全会計
の総額を 795億 6086万 3000円とした。
▽条例関係
　「福知山市税条例」など 3条例の一部改正をし、「福知山市下水道事業特別会計条例」など 4条例を廃止した。
▽その他
・工事請負契約の締結について（1件）　　　　　　　　・物品の取得について（1件）
・字の区域の廃止並びに字の区域及び名称の変更について
・公の施設に係る指定管理者の指定について（1件）　　・市道の認定及び廃止並びに路線変更について
△報告
・損害賠償の額について
△人事議案
・人権擁護委員　　 　  木  久  美  子 さん（菟原下一　62歳・再任）

たか ぎ く み こ
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15特別会計、4企業会計と合わせ、総額　総額　775億8612万円。 15特別会計、4企業会計と合わせ、総額　総額　775億8612万円。 15特別会計、4企業会計と合わせ、総額　
3月 
定例 
市議会 

3月 
定例 
市議会 

平成24年度福知山市予算  可決！！　一般会計総額376億9000万円 平成24年度福知山市予算  可決！！　一般会計総額376億9000万円 平成24年度福知山市予算  

「ＴＰＰ（環太平洋戦略的経済連携協定）参加   問題に関し、的確な政策決定を求める意見書」を国へ提出！ 「ＴＰＰ（環太平洋戦略的経済連携協定）参加   問題に関し、的確な政策決定を求める意見書」を国へ提出！ 「ＴＰＰ（環太平洋戦略的経済連携協定）参加 
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Ⅲ『人と自然が調和し、
すこやかに安心して暮らせるまち』

●放課後児童クラブ運営事業 1億 763万円
●民間保育所施設整備 8953万円
●外出支援助成事業 2113万円
●安心生活見守り事業 791万円
●福祉医療費（障害）給付事業 2億 3866万円
●視覚障害者情報支援事業 18万円
●中心市街地活性化まちづくりプロジェクト応援事業
 100万円
●地域防災計画整備事業 468万円
●被災者支援システム導入事業 290万円
●南天田団地建替事業 3億 2696万円
●住宅用太陽光発電システム設置事業 930万円

3月定例市議会で可決された平成24年度一般会計予算のつかいみち（抜粋）3月定例市議会で可決された平成24年度一般会計予算のつかいみち（抜粋）
Ⅰ『市民協働でつくる

コミュニティ豊かな自立したまち』
●市民参加型まちづくり推進事業 384万円
●元気出す地域活力支援事業 260万円
●地域特産品開発事業 20万円
●若者参加型「まちの魅力アップ　　アイデア発見」事業
 10万円
●ペイジー口座振替受付サービス事業 609万円

Ⅱ『定住と交流の活力あるまち』
●まちなか循環路線バス運行事業 1600万円
●高校生定期乗車券補助事業 369万円
●長田野工業団地花いっぱい事業 250万円
●緊急雇用特別対策事業 1億 7784万円
●福知山城憩いの広場（ゆらのガーデン）管理事業　
 480万円
●観光ガイドブック製作事業 265万円
●国定公園からの贈り物事業 12万円
●有害鳥獣捕獲・防除事業 7278万円

Ⅳ『明日を担う創造力あふれる人材育成のまち』
●（仮称）夜久野学園整備事業 2億 2614万円
●小中学校・幼稚園耐震改修事業 7564万円
●福知山市ジュニア文化賞表彰事業 10万円
●地区公民館育成事業 1259万円

　市議会では、日本のＴＰＰ（環太平洋戦略的経済連携協定）参加問題に関し、国民の十分な議論を経たうえで、
あくまでも国益の視点に立ってＴＰＰについての結論を出していくことを求める意見書を 3月 29日、国の関係機関
に提出しました。

「ＴＰＰ（環太平洋戦略的経済連携協定）参加問題に関し、的確な政策決定を求める意見書」を国へ提出！「ＴＰＰ（環太平洋戦略的経済連携協定）参加問題に関し、的確な政策決定を求める意見書」を国へ提出！

１　政府は国民に対し、中小企業も含めた主に基幹産業分野に及ぼすメリットや第一次産業分野に及ぼすデ
メリットという観点からのみならず、公共事業等の政府調達方法なども含めた社会全体への影響につい
て、具体的かつ分かりやすい情報を提供し、国民的議論を喚起の上、参加の是非や方法について慎重に
判断すること。

２　農業分野への影響の甚大さにかんがみ、関係国との協議に先立ち、食糧の安定的供給や食糧自給率の向
上、農林水産業及び農山漁村の振興等のための十分な対応策について検討すること。

「ＴＰＰ（環太平洋戦略的経済連携協定）ってなに？
　アジア太平洋での自由貿易圏の構築を目指すための協定のこと。参加国間での貿易に関する関税の撤廃を原則
としており、例外規定が少ない完全自由化ともいわれる。そのため、日本が協定に加盟した場合、国内の農業・
漁業をはじめ、あらゆる産業に対して大きな影響を及ぼすことが懸念されており、参加に反発する声や、参加を
急がず慎重を期するべきとの声が全国的に多数上っています。

●試行雇用おうえん助成金交付事業 2845万円
●ＫＴＲ経営支援事業 8214万円
●地方バス路線運行事業 6126万円
●生活保護扶助事業 6000万円

●除雪関連事業 7251万円
●小学校耐震改修事業 3億 7640万円
●普通財産取得事業 3502万円
●一般管理費（職員人件費） 1億 785万円

3月定例市議会で可決された、平成23年度一般会計補正予算のつかいみち（抜粋）3月定例市議会で可決された、平成23年度一般会計補正予算のつかいみち（抜粋）

（※予算額については、万円止で記載しています）
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別委員会 予算審査特 別委員会 別委員会 
平成24年度 当初予算関係45議案を審査 平成24年度 当初予算関係45議案を審査 当初予算関係45議案を審査 

平成24年度当初予算を可決 
全会 計総額775億8612万円 

一般会計376．9億円 対前年度比でマイナス 4.8％
19 億 1000 万円の減

■予算総額

増減率増減額平成23年度平成24年度会計区分

△4.8％△19億 1000万円396億円376億 9000万円一般会計

△12.4％△31億 5700万円253億 9100万円222億 3400万円特別会計

30.8％41億 6100万円135億 100万円176億 6200万円企業会計

△1.2％△9億600万円784億 9200万円775億 8600万円合　計

単位：百万止で記載

　3月定例市議会では、平成24年度予算案の審査をするため、全議員からなる予算審査特別委員会
（田中法男委員長、芦田眞弘副委員長）を設置し、3月14日から26日の6日間において精力的に
審査を行い、最終日の29日の討論を経て、全会計の予算案について、原案のとおり可決しました。

報告

予
算
審
査
特
別
委
員
会　
質質
疑疑
のの
ピピ
ッッ
クク
アア
ッッ
ププ
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て
い
き
た
い
。

Ｑ　

新
規
事
業
の
消
費
者
動

向
調
査
事
業
は
ど
の
よ
う
な

内
容
な
の
か
。

Ａ　

京
都
府
内
の
大
学
と
中

丹
地
区
3
市
の
行
政
と
商
工

団
体
が
連
携
し
て
研
究
組
織

を
立
ち
上
げ
て
消
費
動
向
調

査
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、

中
丹
地
域
及
び
中
丹
3
市
の

商
業
振
興
施
策
の
推
進
や
人

材
育
成
に
つ
な
げ
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

Ｑ　

下
水
道
事
業
の
公
営
企

業
化
の
利
点
や
課
題
は
。

Ａ　

経
営
の
健
全
化
と
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
的
と

し
て
い
る
。
企
業
会
計
に
す

る
こ
と
に
よ
り
、
損
益
取
引

と
資
本
取
引
に
区
分
さ
れ
て
、

明
確
に
経
営
状
況
を
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

毎
年
度
の
コ
ス
ト
を
適
切
に

把
握
で
き
、
使
用
料
対
象
の

原
価
が
明
確
に
算
定
さ
れ
る
。

し
か
し
、
税
抜
き
、
税
込
み

と
い
う
記
載
が
混
在
し
分
か

り
に
く
い
部
分
が
あ
る
。

Ｑ　

ガ
ス
事
業
民
営
化
に
関

わ
る
進
行
状
況
と
見
通
し
に

つ
い
て

Ａ　

3
者
の
応
募
が
あ
り
、

3
者
と
も
資
格
審
査
に
合
格

し
て
い
る
。
当
面
の
料
金
改

正
は
し
な
い
と
い
う
こ
と
を

条
件
の
一
つ
に
加
え
な
が
ら

交
渉
し
た
い
。
す
べ
て
金
額

で
判
断
す
る
と
い
う
も
の
で

は
な
く
、
安
全
性
・
継
続
性

・
需
要
家
や
市
民
の
利
益
の

確
保
が
で
き
る
の
か
も
加
味

し
な
が
ら
最
終
の
判
断
を
す

る
。

　　
文
教
建
設
関
係　

（
3
月　

日
）

19

Ｑ　

長
田
野
工
業
団
地
花
い

っ
ぱ
い
事
業
の
内
容
と
は
。

Ａ　

市
民
協
働
型
と
し
て
、

長
田
野
企
業
か
ら
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
協
力
を
い
た
だ
き
、

市
職
員
も
一
緒
に
協
働
で
植

栽
し
た
い
。
水
や
り
は
長
田

野
維
持
管
理
事
業
の
中
で
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
剪
定
と
合
わ
せ
た
管
理

を
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

公
園
施
設
長
寿
命
化
計

画
策
定
事
業
の
具
体
的
な
業

務
と
は
。

Ａ　

老
朽
化
し
て
い
る
も
の

が
多
く
あ
り
、
計
画
的
に
改

築
等
を
行
っ
て
い
く
と
い
う

こ
と
で
、
こ
の
計
画
を
立
て

た
。
平
成　

年
度
で
現
地
調

24

査
等
を
行
い
、
平
成　

年
度

25

で
計
画
に
策
定
し
て
い
く
。

開
設
し
て
か
ら　

年
以
上
経

20

過
し
て
い
る
も
の
を
調
査
対

象
と
し
て
い
る
。

Ｑ　
（
仮
称
）夜
久
野
学
園
ス

ク
ー
ル
バ
ス
購
入
事
業
で
購

入
す
る
バ
ス
の
仕
様
は
。

Ａ　

夜
久
野
中
学
校
に
は
バ

ス
が
4
台
入
っ
て
い
る
。
今

後
、
3
小
学
校
統
合
後
の
ピ

ー
ク
時
の
児
童
・
生
徒
数
を

想
定
し
、　

人
乗
り
1
台
と

42

　

人
乗
り
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

291
台
の
購
入
を
予
定
し
て
い

る
。

Ｑ　
（
仮
称
）夜
久
野
学
園
備

品
購
入
事
業
の
内
容
は
。

Ａ　

基
本
は
3
小
学
校
の
現

在
の
備
品
で
使
用
可
能
な
も

の
は
使
う
と
い
う
こ
と
で
整

理
し
て
い
る
。
主
な
も
の
は

机
脚
・
収
納
棚
・
ロ
ッ
カ
ー

類
で
あ
る
。

　　
総
括
質
疑　

（
3
月　

日
･　

日
）

23

26

Ｑ　

歳
出
予
算
に
占
め
る
教

育
費
及
び
児
童
福
祉
費
の

「
い
わ
ゆ
る
教
育
予
算
」
の

根
拠
に
つ
い
て
。

Ａ　

法
令
に
定
め
ら
れ
た
予

算
書
や
予
算
説
明
書
に
は
民

生
費
・
児
童
福
祉
費
や
教
育

費
に
区
分
し
て
予
算
を
計
上

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
を
よ
り
わ
か
り
や
す

く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
独
自
に
作
成
し
た
予
算

案
の
概
要
の
中
で
「
い
わ
ゆ

る
教
育
予
算
」
と
し
て
平
成

　

年
度
よ
り
用
い
て
い
る
。

21Ｑ　

平
成　

年
度
予
算
で
は

24

市
債
が
ス
リ
ム
化
さ
れ
た
が

将
来
的
に
減
ら
し
て
い
く
方

針
と
捉
え
て
い
い
の
か
。

Ａ　

市
債
発
行
額
は
平
成　
23

年
度
と
平
成　

年
度
で
比
較

24

す
る
と
約
2
億
円
の
減
と

な
っ
て
い
る
。
単
に
市
債
残

高
の
総
額
で
捉
え
る
の
で
は

な
く
、
交
付
税
算
入
の
あ
る

有
利
な
起
債
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
交
付
税
の
財
政
支
援

措
置
控
除
後
の
市
債
残
高
を

減
ら
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

平
成　

年
度
の
防
災
対

24

策
予
算
は
ど
こ
に
重
点
を
置

い
て
編
成
し
た
の
か
。

Ａ　

本
市
の
防
災
に
お
け
る

最
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
市

地
域
防
災
計
画
に
お
け
る
原

子
力
災
害
対
策
計
画
編
の
新

規
策
定
で
あ
る
。
ま
た
総
合

的
な
災
害
対
応
力
の
強
化
と

し
て
、
安
否
や
り
災
証
明
の

発
行
な
ど
の
被
災
者
情
報
を

一
元
的
に
管
理
で
き
る
「
被

災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
」
の
導

入
費
用
を
計
上
し
て
い
る
。

Ｑ　

平
成　

年
度
予
算
に
お

24

い
て
財
政
健
全
化
比
率
及
び

経
常
収
支
比
率
の
予
測
値
は
。

Ａ　

実
質
赤
字
比
率
及
び
連

結
実
質
赤
字
比
率
に
つ
い
て

は
ゼ
ロ
の
見
込
み
で
あ
る
。

実
質
公
債
費
比
率
及
び
将
来

負
担
比
率
は
分
母
に
あ
た
る

標
準
財
政
規
模
が
未
定
の
た

め
、
例
年
ベ
ー
ス
の
も
の
と

6月市長選をひかえ 
骨格型予算を審査 
6月市長選をひかえ 
骨格型予算を審査 

予算審査特予算審査特特 別委員会 予算審査特
平成24年度度 当初予算関係45議案を審査 平成24年度度 当初予算関係45議案を審査 平成24年度

平成24年度当初予算を可決 
全会 計総額775億8612万円 
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6

し
て
仮
に
算
定
す
れ
ば
、
平

成　

年
度
数
値
に
近
い
も
の

22
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

Ｑ　

予
算
概
要
に
「
福
知
山

市
土
地
開
発
公
社
の
経
営
改

革
の
推
進
」
が
記
載
さ
れ
て

い
て
、
骨
格
予
算
に
は
含
ま

れ
て
い
な
い
が
。

Ａ　

平
成　

年
度
当
初
予
算

24

は
、
政
策
的
な
判
断
を
要
す

る
事
業
を
除
く
骨
格
方
予
算

で
あ
る
た
め
、
当
初
予
算
に

は
土
地
開
発
公
社
の
清
算
の

予
算
は
計
上
し
な
か
っ
た
。

肉
付
予
算
の
方
向
性
と
し
て
、

予
算
概
要
に
は
記
載
し
た
も

の
で
あ
る
。

Ｑ　

平
成　

年
度
予
算
で
は

24

介
護
保
険
料
が
増
額
と
な
っ

た
が
、
今
後
、
水
道
料
金
、

下
水
道
料
金
、
ガ
ス
料
金
な

ど
公
共
料
金
の
値
上
げ
は
あ

る
の
か
。

Ａ　

介
護
保
険
料
以
外
に
、

公
共
料
金
の
値
上
げ
は
行
っ

て
い
な
い
。
今
後
の
公
共
料

金
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
、

各
会
計
の
収
支
状
況
を
判
断

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
が
、
一
層
の
歳
出

の
抑
制
を
図
り
、
効
率
的
な

運
営
に
心
が
け
て
、
利
用
者

に
負
担
を
強
い
る
こ
と
が
な

い
よ
う
運
営
に
努
め
て
い
か

な
い
と
い
け
な
い
。
公
営
企

業
化
さ
れ
る
下
水
道
料
金
は

現
在
の
時
点
で
は
、
現
行
の

使
用
料
水
準
で
維
持
で
き
る

も
の
と
試
算
し
て
い
る
。

Ｑ　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
の
可
能
性
に
つ
い
て
予

算
措
置
が
さ
れ
て
い
な
い
の

は
、
平
成　

年
度
は
予
算
措

24

置
を
伴
わ
な
い
調
査
研
究
に

と
ど
め
る
と
い
う
こ
と
か
。

Ａ　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る

原
子
力
発
電
所
の
事
故
以
降
、

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
は

大
き
く
様
変
わ
り
し
、
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
太
陽
光
や

小
規
模
水
力
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
等
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
高

ま
る
も
の
と
考
え
る
。
本
市

に
お
い
て
も
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
に
向
け
た
調

査
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

ま
ず
庁
内
推
進
組
織
を
早
急

に
立
ち
上
げ
、
そ
の
検
討
結

果
に
よ
り
調
査
研
究
の
予
算

が
必
要
か
ど
う
か
判
断
し
た

い
。

Ｑ　

平
成　

年
度
雇
用
対
策

24

予
算
は
近
年
の
厳
し
い
雇
用

情
勢
に
十
分
対
応
し
て
い
る

内
容
な
の
か
。

Ａ　

雇
用
関
連
事
業
の
安
定

的
な
事
業
実
施
を
目
的
に
平

成　

年
度
に
創
設
し
た
「
ふ

22
る
さ
と
就
職
応
援
基
金
」
を

活
用
し
、
若
年
者
な
ど
の
ト

ラ
イ
ア
ル
雇
用
を
推
進
す
る

「
試
行
雇
用
お
う
え
ん
助
成

金
交
付
事
業
」、再
就
職
に
向

け
た
資
格
取
得
を
支
援
す
る

「
再
就
職
お
う
え
ん
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
助
成
金
交
付
事
業
」

に
引
き
続
き
取
り
組
む
。「
試

行
雇
用
お
う
え
ん
助
成
金
交

付
事
業
」
は
平
成　

年
度
当

23

初
予
算
に
比
べ
2
倍
以
上
の

予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

Ｑ　

平
成　

年
度
予
算
で
は

24

交
付
税
が
減
少
し
て
い
る
が

そ
の
要
因
は
。

Ａ　

基
準
財
政
需
要
額
と
基

準
財
政
収
入
額
の
差
が
普
通

交
付
税
額
と
な
る
も
の
で
あ

り
、
今
回
算
定
の
結
果
、
基

準
財
政
需
要
額
が
減
少
し
た

も
の
、
市
税
等
の
伸
び
に
よ

り
、
基
準
財
政
収
入
額
が
増

加
し
た
た
め
、
普
通
交
付
税

が
減
少
し
て
い
る
。

Ｑ　

中
心
市
街
地
テ
ナ
ン
ト

ミ
ッ
ク
ス
推
進
事
業
が
拡
充

さ
れ
る
が
そ
の
目
的
と
結
果

と
し
て
の
目
標
は
。

Ａ　

福
知
山
ま
ち
づ
く
り
株

式
会
社
が
取
り
組
も
う
と
し

て
い
る
事
業
で
あ
り
、
中
心

市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
に

お
け
る
国
の
認
定
に
伴
う
メ

リ
ッ
ト
に
位
置
づ
け
ら
れ
て

お
り
、
民
間
事
業
者
に
よ
る

「
ま
ち
な
か
活
性
化
事
業
」

と
し
て
重
要
で
あ
る
。
目
標

と
し
て
、
本
市
全
体
の
地
域

ブ
ラ
ン
ド
を
高
め
「
住
ん
で

み
た
い
」「
行
っ
て
み
た
い
」

と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
め

ざ
す
べ
き
到
達
点
と
考
え
て

い
る
。

Ｑ　

安
心
生
活
見
守
り
事
業

に
つ
い
て
、
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
等
を
対
象
に
緊
急
相

談
通
報
措
置
を
希
望
者
に
設

置
す
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、

ど
の
よ
う
な
手
法
で
行
う
の

か
。

Ａ　

緊
急
通
報
や
相
談
ボ
タ

ン
の
つ
い
た
機
器
を
取
り
付

け
る
な
ど
し
て
、　

時
間
3

24

6
5
日
、
日
常
生
活
に
お
け

る
急
病
・
事
故
等
緊
急
時
の

迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
、
ま

た
定
期
的
な
連
絡
（
安
否
確

認
）
等
を
行
う
こ
と
を
想
定

し
て
い
る
。
通
報
先
は
隣
り

近
所
の
2
人
の
住
民
の
方
に

お
願
い
し
て
い
る
が
、
自
治

会
長
や
民
生
児
童
委
員
に
な

っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
場
合

も
あ
る
。

Ｑ　

中
学
校
へ
の
給
食
導
入

に
向
け
、
受
け
入
れ
準
備
も

大
変
と
考
え
る
が
そ
の
あ
た

り
の
体
制
づ
く
り
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

Ａ　

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

は
平
成　

年
1
月
末
工
事
完

25

成
、
4
月
か
ら
の
供
用
開
始

を
め
ざ
し
て
い
る
。
受
入
体

制
と
し
て
給
食
配
膳
員
等
の

人
的
配
置
、
給
食
管
理
シ
ス

テ
ム
の
導
入
に
よ
る
食
数
管

理
等
、
学
校
の
負
担
を
軽
減

で
き
る
よ
う
協
議
・
検
討
し

て
い
る
。「
給
食
」
を
「
生

き
た
教
材
」
と
し
て
活
用
す

る
た
め
、
中
学
校
の
生
徒
へ

の
食
の
指
導
を
、
給
食
開
始

に
先
立
ち
、
実
施
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

Ｑ　

入
園
希
望
に
応
え
る
体

制
の
た
め
に
保
育
園
に
対
す

る
ニ
ー
ズ
調
査
が
必
要
で
は

な
い
か
。

Ａ　

近
年
、
保
育
所
の
入
所

児
童
の
低
年
齢
化
が
徐
々
に

進
み
、
3
歳
未
満
児
が
入
所

児
童
に
占
め
る
割
合
は
、
平

成　

年
3
月
の　

・
9
％
か

18

33

ら
平
成　

年
3
月
に
は　

・

24

37

2
％
へ
と
増
加
し
て
い
る
。

保
護
者
の
価
値
視
や
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
が
多
様
化
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
次
期
の
次
世

代
育
成
支
援
計
画
策
定
に
向

け
、
ニ
ー
ズ
調
査
の
実
施
を

検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　

将
来
を
見
据
え
た
地
域

農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
作

成
と
市
と
し
て
の
方
針
は
。

Ａ　

現
在
、
農
林
業
は
、
所

得
の
減
少
・
担
い
手
不
足
の

深
刻
化
や
、
高
齢
化
に
加
え
、

有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
が
あ

い
ま
っ
て
、
さ
ら
に
厳
し
い

状
況
に
直
面
し
て
い
る
。
福

知
山
市
に
お
い
て
も
、
京
都

府
の
「
京
力
農
場
づ
く
り
事

業
」
等
を
活
用
し
て
、
「
地

域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

の
策
定
を
は
じ
め
、
農
地
の

集
積
や
、
新
規
就
農
者
の
確

保
等
を
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く

方
針
で
あ
る
。
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　請願ってなに？
　請願とはみなさんの意見や要望を文書に
まとめて議会に提出することをいいます。
この場合は 1名以上の議員の紹介が必要で、
記名押印した請願書を提出することが要件
となっています。受理された請願書は、本
会議で関係する委員会に付託（審査をまか
せること）され、慎重に審査された後、本会
議において採択・不採択を決定します。

請　願（3月定例市議会上程分 1件）
継続審査となったもの
●国民への負担増を新たに強いる「社会保障・税一体改革成案」に反対し、社会保障の充実・改革をもとめる請願
請 願 者　全日本年金者組合福知山支部　支部長　大槻重明さん
紹介議員　稲垣司郎議員　塩見日出勝議員　木戸正�議員　塩見卯太郎議員　中島英俊議員　足立　進議員
（請願の目的）
　　国民にさらなる負担を求める「社会保障・税一体改革成案」を撤回し、国民が安心して暮らせるように、
　憲法第 25条にもとづく社会保障の充実をはかることを求める意見書を採択し、関係機関に送付すること。

【
2
月
】

1
日　

文
教
建
設
委
員
協
議
会
管
内
視
察

2
日　

議
会
運
営
委
員
会
・
全
議
員
協
議
会
・
市

民
厚
生
委
員
協
議
会

3
日　

各
派
幹
事
会

6
日　

神
奈
川
県
秦
野
市
議
会
行
政
視
察
来
市
、

全
国
市
議
会
議
長
会
国
会
対
策
委
員
会
、

議
員
報
酬
等
検
討
委
員
会

7
日　

2
月
臨
時
市
議
会
本
会
議
・
総
務
委
員

会
・
経
済
委
員
会
・
総
務
委
員
協
議
会
・
文

教
建
設
委
員
協
議
会

8
日　

総
務
委
員
協
議
会

　

日　

兵
庫
県
丹
波
市
議
会
行
政
視
察
来
市
、市

13

民
厚
生
委
員
協
議
会
管
内
視
察
、京
都
府

市
議
会
議
長
会
関
係
会
議

　

日　

全
議
員
協
議
会
・
市
民
厚
生
委
員
協
議
会

14

管
内
視
察

　

日　

総
務
委
員
協
議
会
管
内
視
察
・
福
知
山
市

15

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
視
察（
全
議
員
対

象
）

　

日　

総
務
委
員
協
議
会
・
市
民
厚
生
委
員
協
議

16

会
管
内
視
察
、京
都
府
市
議
会
議
長
会
ブ

ロ
ッ
ク
代
表
者
会
議

　

日　

平
成　

年
度
予
算
説
明
会（
全
議
員
対

17

24

象
）、京
都
府
北
部
五
市
議
会
連
絡
協
議

会

　

日　

全
国
高
速
自
動
車
道
市
議
会
協
議
会
定

20

期
総
会

　

日　

議
会
運
営
委
員
会
・
各
派
幹
事
会
・
議
員

23

報
酬
等
検
討
委
員
会
、京
都
府
議
会
市
町

村
議
会
正
副
議
長
合
同
研
修
会

　

日　

総
務
委
員
協
議
会

24
　

日　

議
員
報
酬
等
検
討
委
員
会

27
　

日　

経
済
委
員
協
議
会

29【
3
月
】

1
日　

3
月
定
例
市
議
会
本
会
議
・
全
議
員
協
議

会
・
各
派
幹
事
会
・
常
任
委
員
長
協
議
会

2
日　

議
会
運
営
委
員
会

5
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

9
日　

3
月
定
例
市
議
会
本
会
議
・
各
派
幹
事
会

　

日　

3
月
定
例
市
議
会
本
会
議
・
各
派
幹
事
会

12
　

日　

予
算
審
査
特
別
委
員
会

13
　

日　

予
算
審
査
特
別
委
員
会
・
議
会
運
営
委
員

14

協
議
会

　

日　

予
算
審
査
特
別
委
員
会
・
各
派
幹
事
会

16
　

日　

予
算
審
査
特
別
委
員
会
・
議
会
運
営
委
員

19

協
議
会

　

日　

京
都
府
市
議
会
議
長
会

20
　

日　

総
務
委
員
会
・
市
民
厚
生
委
員
会
・
経
済

21

委
員
会
・
文
教
建
設
委
員
会

　

日　

予
算
審
査
特
別
委
員
会
・
議
会
運
営
委
員

23

協
議
会

　

日　

予
算
審
査
特
別
委
員
会
・
各
派
幹
事
会

26
　

日　

3
月
定
例
市
議
会
本
会
議
・
議
会
運
営
委

29

員
会
・
市
民
厚
生
委
員
協
議
会
・
全
議
員

協
議
会
・
議
会
運
営
委
員
協
議
会
・
各
派

幹
事
会

　

日　

総
務
委
員
会
・
総
務
委
員
協
議
会

30【
4
月
】

4
日　

議
員
報
酬
等
検
討
委
員
協
議
会

6
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　

日　

総
務
委
員
協
議
会

12
　

日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
・
議
会
運
営
委

13

員
協
議
会

　

日　

近
畿
市
議
会
議
長
会
・
総
務
委
員
協
議
会

16
　

日　

常
任
委
員
長
協
議
会

17
　

日　

京
都
府
舞
鶴
市
議
会
行
政
視
察
来
市

20
　

日　

各
派
幹
事
会

23
　

日　

文
教
建
設
委
員
協
議
会
・
文
教
建
設
委
員

25

協
議
会
管
内
視
察

　

日　

全
議
員
協
議
会
・
議
会
運
営
委
員
協
議
会

26
　

日　

京
都
府
市
議
会
議
長
会
北
部
ブ
ロ
ッ
ク

27

会
議
・
由
良
川
改
修
促
進
特
別
委
員
会

　

日　

議
員
研
修
会

28

議
会
日
誌

 

議
会
日
誌

 

議
会
日
誌

 

2
月
〜
4
月
 

意見書・決議の状況（平成23年1月1日～12月31日）
●意見書
地方財政の充実・強化を求める意見書（H23.6.28可決）
原子力発電に依存しないエネルギー政策の確立を求める意見書（H23.12.2可決）
障害者総合福祉法の早期制定を求める意見書（H23.12.22可決）
●決　議
東北地方太平洋沖地震にかかる復興と生活の安定を要望する決議（H23.3.29可決）
「（仮称）市民交流プラザふくちやま」の建設の「凍結」を求める決議（H23.6.28可決）
「（仮称）市民交流プラザふくちやま」の凍結解除と建設促進を求める決議（H23.9.29可決）

　意見書ってなに？
　意見書とは、地方公共団体（府市
町村など）の公益にかかわる事柄に
関して、議会の議決に基づき、議会
としての意見や希望を内閣総理大臣、
国会、関係行政庁に提出することを
いいます。意見書の発案は議員が行
い、これを議会にはかり、決定して、
議長の名で関係機関に提出します。

　決議ってなに？
　決議とは、議会が行う
意思形成行為で、議員が
発案して本会議にはかり、
議会の意思を対外的に表
明するために行われる議
会の議決のことです。

★
議
会
報
告
会
の
お
知
ら
せ

　

議
会
報
告
会
は
、
8
月
上

旬
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

詳
細
が
決
ま
れ
ば
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
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�

政
府
は
、
消
費
税
を
2
0

1
4
年
に
8
％
、
2
0
1
5
年

に　

％
に
増
税
す
る
大
増
税
法

10
案
を
柱
に
、
社
会
保
障
と
税
の

一
体
改
革
を
決
定
し
た
。
消
費

問

税　

％
に
な
る
と
本
市
で
は
新

10
た
に　

億
円
の
負
担
増
に
な
る
。

45

ま
た
、
年
金
支
給
額
の
引
き
下

げ
や
、
窓
口
負
担
増
な
ど
社
会

保
障
の
改
悪
の
本
市
に
与
え
る

影
響
は
。

�

現
時
点
で
は
改
革
の
中
身

が
不
明
だ
が
、
医
療
費
・
扶
助

費
が
上
が
る
中
で
国
か
ら
必
要

な
財
源
補
て
ん
が
な
け
れ
ば
よ

り
一
層
の
行
革
が
必
要
に
な
る
。

（
税
務
課
・
財
政
課
・
保
険
課
）

�

国
保
料
の
引
下
げ
の
た
め

答問

に
、
国
の
支
出
増
額
を
要
求
す

る
と
と
も
に
市
と
し
て
応
援
を
。

ま
た
滞
納
国
保
料
の
京
都
税
機

構
送
り
は
中
止
で
き
な
い
か
。

�

国
保
世
帯
は
保
険
料
が
重

い
と
い
う
構
造
的
問
題
が
あ
る
。

国
保
料
の
引
下
げ
へ
国
に
増
額

を
求
め
る
。
市
と
し
て
は
繰
入

は
で
き
な
い
。
ま
た
、
滞
納
者

に
は
「
納
付
で
き
な
い
人
」
と

「
納
付
し
な
い
人
」
を
見
極
め

て
対
応
し
て
い
る
。    （
保
険
課
）

�

昨
年
か
ら
児
童
館
は
福
祉

答問

保
健
部
に
、
教
育
集
会
所
は
教

育
委
員
会
に
所
管
替
え
し
た
。

人
権
推
進
室
は
廃
止
を
。

�

差
別
は
現
存
し
て
お
り
人

権
推
進
室
は
必
要
で
あ
る
。

（
人
権
推
進
室
）

�

い
ま
稼
働
中
の
原
発
は
近

く
全
原
発
が
停
止
す
る
。
市
長

は
、
大
飯
原
発
2
基
の
再
稼
働

に
つ
い
て
「
安
全
が
確
保
さ
れ

れ
ば
再
稼
働
に
賛
成
」
と
新
聞

社
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
。
し
か

し
福
島
原
発
事
故
は
い
ま
も
内

答問

部
に
入
れ
ず
、
原
因
も
未
解
明

で
あ
る
。
昨
年
8
月
党
議
員
団

は
、
福
島
県
南
相
馬
市
で
支
援

活
動
を
し
た
が
今
も
深
刻
な
事

態
で
あ
る
。
福
井
原
発
の
安
全

対
策
は
不
十
分
で
あ
る
。
「
条

件
を
満
た
せ
ば
再
稼
働
を
認
め

る
」
の
で
は
な
く
キ
ッ
パ
リ
認

め
な
い
と
明
言
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

�

国
民
は
原
発
事
故
で
放
射

能
の
危
険
性
を
認
識
し
た
。
原

発
に
頼
ら
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
へ
の
転
換
が
急
務
で
あ
る
。

福
島
原
発
の
事
故
原
因
は
未
解

答

明
で
あ
り
、
福
井
原
発
の
活
断

層
な
ど
立
地
や
劣
化
状
況
が
解

明
さ
れ
な
い
限
り
再
稼
働
は
あ

り
え
な
い
。
原
発
の
安
全
神
話

は
完
全
に
崩
壊
し
た
。
今
後
、

市
民
と
議
論
し
て
最
終
的
な
判

断
を
し
た
い
。　
 （
環
境
政
策
室
）

日本共産党市会議員団

塩見卯太郎 議員

福島県南相馬市の立入禁止区域
（3月現在）

月
定
例
市
議
会
 

こ
こ
が
聞
き
た
い
！
 

各
会
派
か
ら
7
議
員
が
質
問
に
登
壇
！
 

各
会
派
か
ら
7
議
員
が
質
問
に
登
壇
！
 

代
表
質
問

代
表
質
問
 

代
表
質
問

代
表
質
問
 

代
表
質
問
 

3

●質問議員● 
1 . 
 

2 . 
 

3 . 
 

4 . 
 

5 . 
 

6 . 
 

7 .

塩　見　卯太郎 議員 
 
田　中　法　男 議員 
 
大　谷　洋　介 議員 
 
荒　川　浩　司 議員 
 
芦　田　眞　弘 議員 
 
高　宮　辰　郎 議員 
 
稲　垣　司　郎 議員 

日本共産党市会議員団 
 
福知山未来の会 
 
公明党市会議員団 
 
市民と改革の会 
 
福　政　会 
 
平　成　会 
 
刷 新 の 会  

※所属会派は3月末現在 ※所属会派は3月末現在 

※
こ
の
代
表
質
問
の
掲
載
内
容
は
、
質
問
内
容
を
も
と
に
各
議
員
が
作
成
し
て
い
ま
す
。 

消
費
税
増
税
と
社
会

保
障
・
税
の
一
体
改

革
が
福
知
山
市
に
与

え
る
影
響
は

国
保
料
引
下
げ
と
税

機
構
送
り
は
中
止
を

同
和
行
政
を
終
結
し

人
権
推
進
室
廃
止
を

「
脱
原
発
」
表
明
の

市
長
の
見
解
は
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�

生
活
を
重
視
す
る
福
知
山

で
の
事
業
進
捗
と
課
題
は
。

�

「
ご
み
処
理
の
簡
素
化
」

な
ど
4
項
目
で　

施
策
中　

施

14

12

策
に
着
手
で
き
た
。

問答

�

小
さ
な
役
所
で
高
い
サ
ー

ビ
ス
で
の
事
業
進
捗
と
課
題
は
。

�

「
市
民
満
足
度
ア
ッ
プ
」

な
ど
4
項
目
で　

施
策
中　

施

12

11

策
に
着
手
で
き
た
。

�

賑
わ
い
の
あ
る
快
適
な
福

知
山
で
の
事
業
進
捗
と
課
題
は
。

�

「
快
適
に
暮
ら
せ
る
元
気

な
福
知
山
」
な
ど
2
項
目
で　
10

施
策
す
べ
て
に
着
手
で
き
た
。

�

４
年
間
を
ふ
り
返
っ
て
市

政
に
対
す
る
思
い
は
。

�

地
域
活
性
化
・
子
育
て
・

教
育
・
ガ
ラ
ス
張
り
の
市
政
な

ど
着
手
で
き
た
。
長
年
続
い
た

問答問答問答

慣
習
の
根
絶
・
超
過
勤
務
時
間

の
削
減
な
ど
一
定
の
成
果
が
出

た
が
、
職
員
の
意
識
改
革
は
ま

だ
道
半
ば
で
あ
る
。　
   （
市
長
）

�

基
本
的
な
柱
は
。

�

「
市
民
を
ど
真
ん
中
に
市

民
と
共
に
歩
む
市
政
の
実
現
」

を
基
本
理
念
に
「
人
に
や
さ
し

い
子
育
て
・
環
境
都
市
を
め
ざ

す
」
を
機
軸
に
置
く
。  （
市
長
）

�

不
妊
治
療
を
受
け
る
市
民

に
対
す
る
助
成
は
。

�

市
独
自
の
制
度
と
し
て
通

問答問答

院
に
係
る
交
通
費
等
の
一
部
助

成
を
考
え
て
い
る
。 （
健
康
推
進
室
）

�

認
可
保
育
所
の
公
私
立
比

率
は
。

�

民
間
保
育
所
が　

・
7
％
。

72

�

民
間
保
育
所
へ
の
支
援
で
、

今
後
の
課
題
は
。

�

保
育
士
の
確
保
が
困
難
と

な
っ
て
お
り
、
保
育
士
の
処
遇

改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
給

与
の
官
民
格
差
も
あ
り
、
新
た

な
補
助
制
度
が
必
要
で
あ
る
。

（
子
育
て
支
援
課
）

�

公
立
幼
稚
園
の
園
児
数
の

推
移
は
。

問答問答問

�

4
歳
児
保
育
を
実
施
す
る

3
園
は
、
一
定
の
園
児
数
を
確

保
し
て
い
る
が
、
5
歳
児
保
育

の
み
の
3
園
は
、
特
に
園
児
の

減
少
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。

�

な
ぜ
応
募
が
少
な
い
の
か

調
査
さ
れ
た
こ
と
は
あ
る
か
。

�

原
因
調
査
や
保
護
者
ア
ン

ケ
ー
ト
等
は
実
施
し
て
い
な
い
。

今
後
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す

る
な
ど
、
保
護
者
の
意
向
を
把

握
し
た
い
。　
　
  （
教
育
総
務
課
）

�

北
近
畿
を
リ
ー
ド
す
る
た

め
の
市
長
の
挑
戦
と
は
。

�

男
女
共
同
参
画
や
ユ
ニ
バ 

答問答問答

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
な
ど
に
意
を

用
い
、
循
環
型
社
会
の
構
築
を

め
ざ
す
。　
　
　
　
　
  （
市
長
）

�

特
記
す
べ
き
成
果
と
は
。

�

小
学
校
・
中
学
校
・
高
等

学
校
の
多
く
の
児
童
・
生
徒
に

参
加
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
。

�

地
方
文
化
の
推
進
と
し
て

の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

�

ジ
ュ
ニ
ア
文
化
賞
を
制
定

し
て
若
い
世
代
の
文
化
活
動
の

励
み
と
し
た
い
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
）

問答問答

福知山未来の会

田中　法男 議員

�

市
民
参
加
型
ス
ポ
ー
ツ
、

観
戦
型
ス
ポ
ー
ツ
の
代
表
的
な

イ
ベ
ン
ト
は
。

�

前
者
は
福
知
山
マ
ラ
ソ
ン
、

後
者
は
平
成　

年
度
の
イ
ベ
ン

24

ト
と
し
て
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ 

問答

ー
ル
リ
ー
グ
の
京
都
ハ
ン
ナ
リ 

ー
ズ
の
大
会
誘
致
が
決
定
し
て

い
る
。

�

企
業
、
観
光
団
体
、
ス
ポ 

ー
ツ
団
体
、
行
政
と
の
連
携
・

協
働
が
大
切
だ
が
。

�

さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機
関
か

ら
組
織
さ
れ
る
「
ス
ポ
ー
ツ
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
の
設
立
を
検
討

し
た
い
。

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
・
観
光
振
興
課
）

�

医
療
機
関
へ
の
受
入
れ
照

問答問

会
4
回
以
上
、
現
場
滞
在
時
間

　

分
以
上
の
事
例
は
あ
る
か
。

30�

過
去
2
年
間
、
前
者
の
事

例
は
な
く
、
後
者
は
救
助
活
動

を
伴
う
も
の
の
み
で
、
患
者
の

た
ら
い
回
し
は
な
い
。
病
院
側

の
救
急
患
者
の
受
け
入
れ
体
制

が
確
立
し
て
い
る
。
よ
り
一
層
、

す
べ
て
の
情
報
の
見
え
る
化
を

図
り
た
い
。　
　
　
（
消
防
本
部
）

答

�

支
援
ツ
ー
ル
の
発
行
や
普

及
活
動
、
指
導
体
制
の
充
実
を
。

�

Ｂ
Ｃ
Ｐ
と
は
、
企
業
が
自

然
災
害
な
ど
の
緊
急
時
、
被
害

を
最
小
限
に
食
い
止
め
早
期
復

旧
す
る
た
め
に
、
平
時
の
活
動
、

緊
急
時
の
事
業
継
続
の
た
め
の

方
法
、
手
段
等
を
取
り
決
め
て

お
く
計
画
を
い
う
。
ま
ず
、
3

月　

日
開
催
の
福
知
山
市
企
業

21
交
流
会
で
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
説
明
会
を

実
施
す
る
。　
　
   （
商
工
振
興
課
）

問答

�

東
日
本
大
震
災
で
の
「
釜

石
の
奇
跡
」
を
ど
う
捉
え
る
か
。

�

釜
石
市
内
の
小
中
学
生
の

避
難
率
は　

・
8
％
。
文
科
省

99

の
防
災
教
育
支
援
モ
デ
ル
地
域

事
業
に
指
定
さ
れ
、
防
災
教
育

を
日
ご
ろ
か
ら
推
進
し
た
成
果

で
あ
る
。

�

平
成　

年
度
の
実
践
的
防

24

災
教
育
総
合
支
援
事
業
に
は
名

乗
り
出
る
か
。

�

東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え

た
防
災
教
育
を
支
援
す
る
事
業

で
あ
り
、
府
と
協
議
し
、
積
極

的
に
名
乗
り
出
た
い
。

問答問答

�

府
の
救
急
救
命
棟
建
設
予

算
と
の
関
係
は
。

�

京
都
府
北
部
に
お
い
て
の

救
急
救
命
病
院
指
定
に
向
け
た

動
き
で
あ
る
。
救
急
科
の
新
設

等
を
踏
ま
え
、
医
師
・
看
護
師

の
マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保
が
期
待

さ
れ
る
。　
  （
市
民
病
院
総
務
課
） 

問答

公明党市会議員団

大谷　洋介 議員

公
約
の
3
つ
の
基
本

方
針
の
達
成
状
況
と

4
年
間
の
市
長
の
市

政
へ
の
思
い
は

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た

新
た
な
観
光
交
流
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

救
急
搬
送
の
実
態
と

救
急
医
療
現
場
の
見

え
る
化
に
つ
い
て

救急救命医療の充実が期
待される市民病院

新
し
い
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
の
内
容
は

国
民
文
化
祭
京
都

2
0
1
1
の
成
果
は

緊
急
災
害
時
に
対
応

す
る
た
め
の
地
元
企

業
へ
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事

業
継
続
計
画
）
策
定

支
援
の
取
り
組
み
を

国
の
実
践
的
防
災
教

育
総
合
支
援
事
業
へ

の
取
り
組
み
を

市
民
病
院
の
救
急
救

命
指
定
に
つ
い
て

（
学
校
教
育
課
）
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�

こ
の
質
問
は
、
昨
年
の
3

月
議
会
で
、
入
札
前
の
仕
様
書

条
件
が
「
大
型
2
種
取
得
者
・

社
会
保
険
加
入
者
」
と
記
載
さ

れ
て
お
り
、
本
契
約
時
に
は
、

ど
ち
ら
も
削
除
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
指
摘
。
ま
た
、
昨
年
の　
12

問

月
議
会
で
は
、
さ
ら
に
、
そ
の

委
託
業
者
が
入
札
資
格
も
無
か 

っ
た
事
実
も
判
明
し
た
。
地
方

自
治
法
の
一
般
入
札
の
公
示
と

い
う
欄
に
は
、
第
1
6
7
条
の

6
「
普
通
地
方
公
共
団
体
の
長

は
、
前
項
の
公
示
に
お
い
て
、

入
札
に
参
加
す
る
も
の
に
必
要

な
資
格
の
無
い
者
の
し
た
入
札

及
び
入
札
に
関
す
る
条
件
に
違

反
し
た
入
札
は
無
効
と
す
る
」

と
書
い
て
あ
る
が
、
無
効
で
は

な
い
の
か
。

�

こ
の
資
格
登
録
は
、
福
知

山
市
に
お
い
て
、
公
示
等
に
準

答

拠
し
て
慣
例
的
に
行
っ
て
い
る
。

バ
ス
運
行
業
務
の
よ
う
な
委
託

契
約
の
資
格
登
録
に
つ
い
て
は

法
令
上
の
根
拠
は
な
い
。
従
っ

て
契
約
の
資
格
登
録
漏
れ
が
地

方
自
治
法
に
違
反
す
る
も
の
で

は
な
く
、
契
約
は
成
立
す
る
と

考
え
て
い
る
。

（
総
務
課
・
子
育
て
支
援
課
）

�

こ
の
不
正
な
バ
ス
の
契
約

を
さ
れ
た
委
託
業
者
の
当
時
の

代
表
は
、
元
消
防
職
員
の
大
幹

部
で
あ
り
、
松
山
ま
さ
じ
後
援

会
の
会
長
で
す
。
し
が
ら
み
を

絶
つ
と
言
っ
て
出
ら
れ
た
市
長

問

で
す
。
ト
ッ
プ
が
こ
の
様
な
状

態
で
、
い
く
ら
部
下
に
法
令
遵

守
を
叫
ん
で
も
、
隣
席
の
副
市

長
も
合
わ
せ
て
責
任
の
と
れ
な

い
理
事
者
体
制
で
は
、
市
を
管

理
す
る
能
力
が
無
い
と
い
う
こ

と
だ
と
思
う
が
、
市
長
の
見
解

は
。 

�

私
の
後
援
会
の
会
長
で
す

け
れ
ど
も
、
私
自
身
が
指
示
し

て
後
援
会
長
に
決
め
た
わ
け
で

は
な
い
。　
　
　
　
　
  （
市
長
）

�

今
年
の
2
月　

日
の
未
明

25

に
、
市
の
職
員
に
よ
る
重
大
な

事
故
が
発
生
し
た
。
市
長
は
停

職
3
カ
月
で
済
む
と
い
う
判
断

を
さ
れ
ま
し
た
が
、
一
般
社
会

で
は
、
即
、
懲
戒
免
職
で
す
。

市
長
の
「
市
民
へ
の
裏
切
り
に

は
厳
罰
で
臨
む
」
と
い
う
宣
言

は
ど
こ
へ
い
っ
た
の
で
し
ょ
う

答問

か
。
市
長
就
任
3
年
8
カ
月
、

市
長
の
成
果
は
、
新
た
な
『
し

が
ら
み
』
と
癒
着
体
制
を
作
り

上
げ
、
強
固
な
な
れ
合
い
行
政

を
作
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

す
が
市
長
の
考
え
は
。

�

最
高
責
任
者
と
し
て
遺
憾

の
極
み
で
あ
る
。
当
然
部
下
を

指
導
す
る
立
場
の
人
間
で
あ
り
、

十
二
分
に
協
議
し
、
停
職
3
カ

月
と
し
た
。
退
職
金
は
禁
錮
以

上
の
刑
に
科
せ
ら
れ
た
場
合
は

支
給
さ
れ
ず
、
そ
う
で
な
い
場

合
は
支
給
さ
れ
る
。
現
在
は
そ

の
処
分
の
結
果
待
ち
で
あ
る
。

答

市民と改革の会

荒川　浩司 議員

公文書開示請求により交付された書類

�

遷
喬
小
学
校
に
は
プ
ー
ル

が
無
く
、
利
用
し
て
い
る
西
中

筋
プ
ー
ル
は
老
朽
化
し
て
い
る
。

学
校
敷
地
内
に
プ
ー
ル
を
新
設

で
き
な
い
か
。

�

必
要
な
修
繕
や
改
修
を
適

宜
行
う
こ
と
で
今
後
も
安
全
に

問答

使
用
で
き
る
施
設
で
あ
る
。
引

き
続
き
、
安
全
対
策
を
講
じ
る
。

�

遷
喬
小
学
校
の
児
童
数
の

推
移
か
ら
、
早
期
に
教
室
棟
を

増
築
し
、
図
工
室
・
音
楽
室
も

確
保
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

�

今
後
の
児
童
数
増
加
に
備

え
、
必
要
な
教
室
を
確
保
す
る

こ
と
が
重
要
。
図
工
室
・
音
楽

室
も
独
立
し
た
教
室
と
し
て
確

保
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

教
室
棟
の
増
築
に
つ
い
て
は
早

期
実
現
に
向
け
、
実
施
設
計
の

予
算
確
保
に
努
め
た
い
。

�

昨
年
の
中
学
生
議
会
で
質

問答問

問
の
あ
っ
た
エ
ア
コ
ン
設
置
に

対
す
る
考
え
は
。

�

児
童
・
生
徒
の
安
心
や
安

全
が
最
優
先
で
あ
り
、
耐
震
化

の
促
進
を
優
先
し
て
い
く
。
耐

震
化
終
了
後
の
大
き
な
課
題
と

認
識
し
て
い
る
。

�

耐
震
化
終
了
後
で
は
相
当

期
間
が
か
か
る
。
同
時
並
行
で

エ
ア
コ
ン
設
置
に
向
け
て
の
現

場
調
査
を
前
倒
し
で
き
な
い
か
。

�

す
べ
て
の
学
校
に
で
き
る

だ
け
早
く
エ
ア
コ
ン
設
置
が
で

き
る
よ
う
平
成　

年
度
か
ら
調

24

査
に
着
手
す
る
。

答問答

（
教
育
総
務
課
・
市
長
）

�

労
働
者
の
雇
用
環
境
を
向

上
さ
せ
る
観
点
か
ら
、
全
国
的

に
条
例
制
定
の
動
き
が
活
発
化

し
て
い
る
。
本
市
の
思
い
は
。

�

国
の
動
向
を
見
極
め
る
と

と
も
に
、
京
都
府
や
近
隣
市
町

の
動
き
を
注
視
し
な
が
ら
対
応

し
て
い
き
た
い
。

�

今
後
の
入
札
制
度
の
改
革

に
お
い
て
、
労
働
条
件
や
安
全

対
策
を
加
味
し
た
検
討
を
進
め

て
い
く
の
か
。

問答問

�

最
低
制
限
価
格
に
つ
い
て

の
設
定
基
準
の
引
き
上
げ
や
、

中
間
前
金
払
い
制
度
の
導
入
な

ど
の
改
革
を
進
め
て
い
く
が
、

今
後
も
労
働
条
件
や
安
全
対
策

を
加
味
し
た
検
討
を
進
め
る
。

（
管
財
契
約
課
）

�

公
文
書
の
永
年
保
存
の
文

書
は
増
え
る
こ
と
は
あ
っ
て
も

減
る
こ
と
は
な
い
。
保
存
書
庫

の
状
況
は
ど
う
か
。

�

余
裕
は
少
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
が
、
電
子
デ
ー
タ
化
を

答問答

進
め
た
り
、
永
年
保
存
を　

年
30

に
見
直
す
な
ど
の
対
応
を
し
て

い
る
。
ま
た
、
歴
史
的
価
値
の

あ
る
文
書
な
ど
に
つ
い
て
は
公

文
書
館
の
導
入
な
ど
調
査
研
究

を
進
め
て
い
く
。

�

保
管
し
て
い
る
文
書
の
バ 

ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
や
重
要
文
書

の
持
ち
出
し
訓
練
の
状
況
は
。

�

現
物
保
管
を
し
て
お
り
、

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
な
ど
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は
し
て
い
な
い
。

紛
失
や
盗
難
に
備
え
た
予
防
策

を
講
じ
、
消
防
訓
練
の
際
に
は

搬
出
班
に
よ
る
持
ち
出
し
訓
練

問答

福　政　会

芦田　眞弘 議員

広
報
・
福
祉
バ
ス
の

契
約
は
無
効
で
あ
る

市
幹
部
職
員
の
酒
気

帯
び
事
故
処
分
は

公
契
約
条
例
の
制
定

に
向
け
て

学
校
の
施
設
整
備
を

早
期
に
望
む

（
市
長
）

公
文
書
の
保
存
状
況

に
つ
い
て

を
実
施
し
て
い
る
。   （
総
務
課
）
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�

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

の
分
担
金
徴
収
に
つ
い
て
の
本

市
の
対
応
は
。

�

府
施
工
の
事
業
個
所
に
よ

る
負
担
金
割
合
に
応
じ
5
％
か

ら　

％
を
市
が
負
担
し
、
そ
の

20
半
分
を
地
元
か
ら
分
担
金
と
し

問答

て
徴
収
し
て
い
る
。

�

受
益
者
負
担
に
つ
い
て
、

一
括
支
払
い
が
困
難
な
場
合
の

市
の
対
応
を
伺
う
。

�

分
担
金
の
徴
収
範
囲
及
び

支
払
方
法
に
つ
い
て
も
、
要
望

さ
れ
た
地
元
と
調
整
を
図
り
、

自
治
会
及
び
委
員
会
役
員
の
ご

配
慮
の
も
と
負
担
い
た
だ
い
て

い
る
。　
　
　
    （
都
市
整
備
課
） 

問答

�

策
定
は
、
そ
の
後
ど
の
よ

う
に
な
っ
た
の
か
。

�

国
が
4
月
に
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
示
し
た
後
、
本
年
9
月
末

ま
で
に　

㎞
圏
内
の
住
民
の
皆

30

さ
ま
に
対
し
て
説
明
を
行
い
、

原
子
力
災
害
住
民
避
難
計
画
を

策
定
し
た
い
。　
　
   （
総
務
課
）

�

第
7
回
流
域
懇
談
会
が
平

成　

年
3
月　

日
開
催
さ
れ
て

22

19

問答問

以
来
、
丸
2
年
が
経
過
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
未
整
備
地
区
に

は
大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

第
8
回
の
開
催
時
期
は
。

�

第
8
回
由
良
川
流
域
懇
談

会
は
現
在
3
月　

日
開
催
の
予

19

定
で
準
備
作
業
を
さ
れ
て
い
る

と
国
交
省
か
ら
聞
い
て
い
る
。

（
都
市
整
備
課
）

�

府
道
西
坂
蓼
原
線
の
Ｋ
Ｔ

Ｒ
高
架
下
が
、
由
良
川
の
増
水

時
に
は
短
時
間
で
冠
水
し
、
大

答問

江
美
河
橋
が
通
行
不
能
と
な
る

状
況
で
あ
る
が
対
策
は
。

�

府
道
西
坂
蓼
原
線
の
Ｋ
Ｔ

Ｒ
高
架
下
は
地
形
的
要
因
か
ら

し
ば
し
ば
冠
水
し
て
い
る
。
高

架
下
へ
流
れ
込
む
雨
水
を
分
散

す
る
等
、
冠
水
対
策
を
検
討
す

る
と
と
も
に
、
冠
水
時
は
車
両

の
通
行
を
規
制
す
る
た
め
に
、

遮
断
機
を
設
置
す
る
安
全
対
策

を
と
っ
て
い
る
。
昨
年
5
月
、

台
風
2
号
の
大
雨
に
よ
り
道
路

が
冠
水
し
、
大
江
美
河
橋
が
通

行
で
き
な
い
状
況
と
な
っ
た
。

府
は
洪
水
時
に
緊
急
車
両
が
大

答

江
美
河
橋
か
ら
由
良
川
堤
防
左

岸
、
宮
川
堤
防
右
岸
を
通
行
し

て
、
国
道
1
7
5
号
線
に
抜
け

る
迂
回
路
を
暫
定
的
に
整
備
さ

れ
た
。
現
在
、
国
交
省
の
由
良

川
下
流
部
緊
急
水
防
災
対
策
に

よ
る
宮
川
築
堤
工
事
の
進
捗
に

合
わ
せ
て
、
宮
川
堤
防
左
岸
を

通
行
す
る
ル
ー
ト
に
変
更
し
、

緊
急
時
に
は
一
般
車
両
で
も
通

行
で
き
る
迂
回
路
を
整
備
す
る

方
向
で
、
府
と
本
市
と
の
間
で

調
整
を
し
て
い
る
。
道
路
管
理

に
つ
い
て
は
市
が
管
理
す
る
方

向
で
協
議
し
て
い
る
。

平　成　会

高宮　辰郎 議員

�

固
定
資
産
評
価
委
員
会
を

は
じ
め　

委
員
会
は
、
1
回
の

37

会
議
に
か
か
る
平
均
時
間
が
2

時
間
弱
で
日
当
8
0
0
0
円
か

ら
1
万
7
2
0
0
円
。
全
体
で

年
間
1
9
8
4
万
円
が
支
払
わ

れ
て
い
る
。
時
給
に
改
正
す
る

問

べ
き
だ
。

�

報
酬
額
は
、
単
に
委
員
会

へ
の
出
席
時
間
に
対
し
て
だ
け

で
な
く
、
職
務
に
対
す
る
報
酬

と
考
え
て
い
る
。

�

財
源
難
の
今
日
、
各
委
員

会
も
理
解
し
て
く
れ
る
。
時
給

な
ら
3
3
8
万
円
。
貴
重
な
市

民
の
税
金
1
6
4
6
万
円
の
節

減
が
可
能
。
な
ぜ
、
で
き
な
い

の
か
。（
市
の
臨
時
職
は
時
給
8

8
0
円
。
市
民
の
安
全
を
守
る

消
防
団
出
動
手
当
は
、
一
昼
夜

で
も
1
回
1
2
0
0
円
。
）

�

委
員
は
出
席
以
外
に
も
活

答問答

発
な
行
動
・
活
動
を
さ
れ
て
い

る
。　
　
　
　
　
　
    （
職
員
課
）

�

集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
る
浸

水
対
策
の
一
環
で
昨
年
か
ら
実

問

施
の
家
庭
用
雨
水
貯
留
槽
設
置

促
進
事
業
の
効
果
は
。

�

本
事
業
は
、
中
心
市
街
地

に
地
下
貯
留
槽
設
置
促
進
事
業

と
併
せ
て
実
施
す
る
こ
と
で
、

事
業
効
果
が
あ
が
る
と
考
え
て

い
る
。
交
付
予
定
額
は　

万
円

31

で
あ
る
。　
　
 
（
下
水
道
管
理
課
）

�

治
水
対
策
用
田
ん
ぼ
ダ
ム

の
件
は
ど
う
な
っ
た
か
。

�

農
地
や
森
林
の
も
つ
保
水

能
力
は
効
果
が
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
が
、
田
ん
ぼ
に
貯
留
機

能
を
向
上
さ
せ
る
に
は
、
対
象

と
な
る
水
田
全
体
に
お
い
て
畦

答問答

の
嵩
上
げ
補
強
及
び
排
水
ま
す

の
改
良
を
行
う
必
要
が
あ
り
、

莫
大
な
費
用
を
要
す
る
。

�

市
は
新
潟
市
白
根
郷
へ
視

察
の
際
、
利
点
な
ど
話
の
中
で
、

降
雨
時
の
排
水
用
「
片
か
ま
せ

型
調
整
金
具
5
0
0
円
程
度
」

の
説
明
を
受
け
た
は
ず
。
先
の

答
弁
で
、
「
水
田
改
良
は
莫
大

な
費
用
云
々
」
と
言
っ
た
が
耕

地
整
理
済
み
の
田
ん
ぼ
な
ら
、

改
良
は
不
要
。
改
良
が
必
要
な

田
ん
ぼ
の
割
合
は
。

�

そ
こ
ま
で
調
査
し
て
い
な

い
の
で
分
か
ら
な
い
。

問答

（
農
林
管
理
課
）

�

家
庭
用
雨
水
貯
留
槽
は
経

費
が　

万
円
。
（
予
算
は　

31

70

万
）
の
場
合
、
約
4
ｔ
。
田
ん

ぼ
ダ
ム
調
整
金
具
使
用
で
は
同

金
額
分
で
、
9
万
3
0
0
0
ｔ

貯
留
で
き
る
が
。

�

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

農
林
部
に
調
査
さ
せ
る
。 （
市
長
）

問答

刷 新 の 会

稲垣　司郎 議員

原
子
力
災
害
住
民

避
難
計
画（
案
）

に
つ
い
て

府
道
西
坂
蓼
原
線

大
江
美
河
橋
付
近
の

冠
水
対
策
に
つ
い
て

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策

事
業
の
分
担
金
は

待
望
の
由
良
川
流
域

懇
談
会
の
開
催
は

（
土
木
課
・
都
市
整
備
課
）

急傾斜地崩壊対策事業
（下小田地区）

各
委
員
会
の
手
当
を

時
給
に
改
め
て
は

本
市
の
治
水
対
策
は

無
策
に
等
し
い

片かませ

夜間に出動する消防団員
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●
新
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
の
竣

工
時
期
は
い
つ
か
と
の
問
い
に
、

指
令
シ
ス
テ
ム
の
設
置
時
期
や

取
扱
い
訓
練
の
関
係
も
あ
り
、

5
月
の
早
い
時
期
に
運
行
で
き

れ
ば
と
の
答
弁
で
し
た
。
委
員

か
ら
は
、
一
日
も
早
く
、
適
正
、

正
確
に
条
例
の
施
行
が
で
き
る

よ
う
に
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
。　
　
　
（
賛
成
多
数
可
決
）

●
危
険
物
の
規
制
に
つ
い
て
、

ど
う
お
知
ら
せ
を
す
る
か
と
の

問
い
に
、
福
知
山
市
で
は
現
在
、

当
て
は
ま
る
危
険
物
を
使
っ
て

い
る
業
者
は
な
く
、
一
般
家
庭

で
も
微
量
の
使
用
で
あ
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
載
せ
る
等
で
、

危
険
物
管
理
関
係
者
に
知
ら
せ

る
と
の
答
弁
で
し
た
。
委
員
か

ら
は
、
危
険
物
へ
の
意
識
が
も

て
る
よ
う
に
と
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。　
（
賛
成
多
数
可
決
）

　
　
　
　

　
　●

防
災
セ
ン
タ
ー
予
算
を
減
ら

し
た
理
由
は
と
の
質
疑
に
、
工

事
請
負
費
を
競
争
入
札
し
た
結

果
で
、
事
業
費
を
節
約
で
き
た

と
の
答
弁
で
し
た
。

　

消
防
団
員
へ
の
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
の
配
布
方
法
は
と
の
質

疑
に
、
6
0
0
着
と
し
て
い
る

が
、
今
後
、
約
2
0
0
0
名
の

消
防
団
員
2
人
に
1
着
の
割
合

で
配
り
た
い
と
の
答
弁
で
し
た
。

　

市
職
員
の
退
職
手
当
に
つ
い

て
の
質
疑
に
は
、
１
人
当
た
り

平
均
2
3
1
9
万
円
と
の
答
弁

で
し
た
。

　

市
保
有
用
地
の
販
売
方
法
の

質
疑
に
、
固
定
資
産
税
収
入
等

の
費
用
対
効
果
を
考
え
、
平
成

　

年
度
に
は
積
極
的
に
売
っ
て

24い
き
た
い
と
の
答
弁
で
し
た
。

石
原
土
地
区
画
整
理
の
保
留
用

地
に
つ
い
て
も
、
価
格
改
定
等

見
直
し
の
財
源
に
つ
い
て
は
、

鉄
道
網
整
備
事
業
及
び
関
連
都

市
計
画
事
業
基
金
を
活
か
し
売

却
し
て
い
き
た
い
と
の
答
弁
で

し
た
。　
　
（
全
員
賛
成
可
決
）

●
費
用
対
効
果
は
と
の
質
疑
に
、

ご
く
ま
れ
に
固
定
資
産
税
の
課

税
に
お
い
て
、
不
均
一
課
税
や
、

課
税
免
除
と
地
方
交
付
税
の
適

用
年
度
に
ず
れ
が
出
る
場
合
が

あ
り
、
交
付
税
を
確
実
に
得
る

た
め
に
改
正
を
行
う
と
の
答
弁

で
し
た
。　
（
全
員
賛
成
可
決
） 

●
地
方
バ
ス
路
線
運
行
事
業
の

6
1
2
6
万
円
の
補
正
は
、

「
地
方
バ
ス
路
線
運
行
維
持
費

補
助
金
」
と
し
て
、
京
都
交
通

へ
4
6
3
8
万
円
、
丹
後
海
陸

交
通
へ
6
8
7
万
円
。
「
市
町

村
運
行
確
保
生
活
路
線
バ
ス
路

線
維
持
費
補
助
金
」
と
し
て
、

三
岳
バ
ス
2
7
2
万
円
、
庵
我

バ
ス
4
1
3
万
円
、
中
六
人
部

バ
ス
1
1
3
万
円
。
他
の
バ
ス

と
の
ア
ク
セ
ス
を
問
う
質
疑
が

あ
り
、
利
用
者
増
を
図
る
た
め

に
、
民
間
バ
ス
や
市
バ
ス
と
ア

ク
セ
ス
が
出
来
な
い
か
を
地
域

公
共
交
通
会
議
等
で
協
議
し
て

い
る
。
中
六
人
部
バ
ス
は
、
プ

ラ
ン
ト
へ
の
乗
り
入
れ
等
が
実

施
さ
れ
乗
車
人
数
が
伸
び
て
い

る
と
の
答
弁
で
し
た
。

●
高
校
生
定
期
乗
車
券
補
助
事

業
の
9
3
8
万
円
の
減
額
は
、

親
の
通
勤
の
車
に
同
乗
す
る
生

徒
が
多
く
、
利
用
者
は
当
初　
93

人
の
見
込
み
が
、
実
績　

人
と

21
な
っ
た
た

め
と
の
答

弁
で
し
た
。

●
Ｋ
Ｔ
Ｒ
経
営
支
援
事
業
の
8

2
1
4
万
円
の
補
正
は
、
北
近

畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
株
式
会
社
の
健

全
経
営
の
た
め
。
そ
れ
ぞ
れ
の

負
担
額
と
そ
の
按
分
の
仕
方
を

問
う
質
疑
が
あ
り
、
兵
庫
県
域

4
5
3
2
万
円
・
京
都
府
3
億

8
7
3
2
万
円
・
府
内
市
町
3

億
8
6
8
9
万
円
で
、
う
ち
本

市
8
2
1
4
万
円
・
舞
鶴
市
5

6
0
4
万
円
・
宮
津
市
9
0
4

6
万
円
・
京
丹
後
市
1
億
1
4

0
3
万
円
・
伊
根
町
8
7
8
万

円
・
与
謝
野
町
3
5
4
3
万
円
。

按
分
の
仕
方
は
、
均
等
割　
10

％
・
人
口
割　

％
・
営
業
㎞
割

30

　

％
・
発
車
本
数
割　

％
と
の

20

40

答
弁
で
し
た
。（全

員
賛
成
可
決
）

●
平
成　

年
度
京
都
地
方
税
機

23

構
の
補
正
予
算
に
伴
い
、
市
町

村
運
営
負
担
金
（
国
保
特
別
会

計
分
）
が
支
出
超
過
す
る
見
込

み
で
あ
り
、
そ
の
超
過
分
を
補

正
す
る
も
の
で
す
。

（
賛
成
多
数
可
決
）

●
平
成　

年
度
に
交
付
さ
れ
た
、

20

「
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時

特
例
交
付
金
」
を
受
け
入
れ
る

た
め
に
設
置
し
た
「
介
護
従
事

者
処
遇
改
善
臨
時
特
例
基
金
条

例
」
の
効
力
が
、
平
成　

年
3

24

月　

日
限
り
で
失
効
す
る
こ
と

31
に
よ
り
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

（
賛
成
多
数
可
決
）

333333
月月月月月月
定定定定定定
例例例例例例
市市市市市市
議議議議議議
会会会会会会
常常常常常常
任任任任任任
委委委委委委
員員員員員員
会会会会会会
審審審審審審
査査査査査査
報報報報報報
告告告告告告

3
月
定
例
市
議
会 
常
任
委
員
会
審
査
報
告　
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§

総　　　務
常任委員会

　

3
月
定
例
市
議
会
本
会
議
に
お
い
て
、
付
託
を
受
け
た
条
例
改
正
、
補

正
議
案
な
ど
9
議
案
を
、
3
月　

日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
慎
重
な
審
査

21

を
行
い
、
７
議
案
を
全
員
賛
成
、
2
議
案
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

市 民 厚 生
常任委員会

　

3
月
定
例
市
議
会
本
会
議
に
お
い
て
、
追
加
提
案
と
し
て
付
託
を
受
け

た
条
例
改
正
、
補
正
議
案
な
ど
3
議
案
を
3
月　

日
に
委
員
会
を
開
催
し
、

21

慎
重
な
審
査
を
行
い
、
1
議
案
を
全
員
賛
成
、
2
議
案
を
賛
成
多
数
で
可

決
し
、
1
請
願
は
継
続
審
議
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
議
案
審
査

主
な
議
案
審
査

▼
福
知
山
市
火
災
予
防
条

　

例
の
一
部
改
正

▼
福
知
山
市
国
民
健
康
保
険

　

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

▼
過
疎
地
域
に
お
け
る
福

　

知
山
市
税
条
例
の
特
例

　

に
関
す
る
条
例
の
一
部

　

改
正　

▼
近
畿
圏
都
市
開
発
区
域

　

指
定
に
伴
う
市
税
特
別

　

措
置
条
例
の
一
部
改
正

市内で運行されている
生活路線バス

▼
福
知
山
市
介
護
従
事
者
処

　

遇
改
善
臨
時
特
例
基
金
条

　

例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定

▼
福
知
山
市
消
防
本
部
条

　

例
の
一
部
改
正

▼
平
成　

年
度
一
般
会
計

23

補
正
予
算（
所
管
事
項
）

▼
平
成　

年
度
一
般
会
計

23

補
正
予
算（
所
管
事
項
）　
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●
公
共
下
水
道
未
普
及
解
消
事

業
は
、
西
川
に
か
か
る
橋
の
工

事
で
、
第
1
工
区
か
ら
第
3
工

区
ま
で
は
年
度
内
に
終
わ
っ
て

い
る
が
、
第
4
工
区
の
管
の
布

設
工
事
が
残
っ
て
い
る
。
次
年

度
に
マ
ン
ホ
ー
ル
・
ポ
ン
プ
設

置
で
完
了
と
な
り
ま
す
。

　

福
知
山
終
末
処
理
場
監
視
制

御
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
無
停
電
電
源

装
置
更
新
に
つ
い
て
は
、
停
電

時
に
作
動
す
る
バ
ッ
テ
リ
ー
の

交
換
で
、
現
在
は
7
年
タ
イ
プ

が
つ
い
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に

1
回
更
新
を
し
て
い
る
。
今
回

は　

年
タ
イ
プ
の
も
の
に
交
換

15
し
、
7
年
タ
イ
プ
と
比
較
す
る

と
、　

数
％
ほ
ど
費
用
が
安
く

10

な
る
。
バ
ッ
テ
リ
ー
の
性
能
は

変
わ
ら
ず
長
寿
命
化
の
タ
イ
プ

に
交
換
す
る
も
の
で
す
。

（
全
員
賛
成
可
決
）

●
今
回
の
改
正
は
下
水
道
事
業

の
公
営
企
業
化
に
伴
う
も
の
で

あ
る
。
企
業
化
に
よ
る
労
働
条

件
等
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
企

業
職
員
の
給
料
体
系
そ
の
も
の

は
市
長
部
局
の
給
料
体
系
を
運

用
し
て
お
り
同
じ
で
あ
る
。
勤

務
条
件
に
つ
い
て
は
組
合
と
の

や
り
と
り
に
な
る
。
ま
た
、
下

水
道
事
業
が
統
合
さ
れ
る
こ
と

で
防
災
計
画
の
見
直
し
が
進
め

ら
れ
ま
す
。 （
全
員
賛
成
可
決
）

●
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
推

進
事
業
で
は
、
当
初
の
実
施
団

体
は　

団
体
あ
っ
た
が
、
結
果

57

と
し
て　

団
体
に
減
っ
た
。
そ

21

の
要
因
は
、
草
刈
り
や
側
溝
の

清
掃
が
事
業
対
象
に
な
ら
な
く

な
っ
た
た
め
、
取
り
組
み
を
や

め
た
こ
と
に
よ
る
。

　

試
行
雇
用
お
う
え
ん
助
成
金

交
付
事
業
は
、
最
大
で
国
か
ら

4
万
円
、
市
か
ら
2
万
円
を
事

業
主
に
支
払
い
、
雇
用
に
対
し

て
背
中
を
押
す
制
度
で
あ
る
。

　

ま
た
、
府
営
基
幹
農
道
整
備

で
、
大
江
南
域
地
区
の
ト
ン
ネ

ル
の
長
さ
は
約
3
0
0
メ
ー
ト

ル
あ
り
ま
す
。（

全
員
賛
成
可
決
） 

●
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
で

は
、
土
砂
災
害
か
ら
市
民
の
生

命
・
財
産
を
守
る
た
め
、
市
の

負
担
金
と
し
て
、
1
8
3
万
5

0
0
0
円
の
補
正
を
行
う
も
の
。

委
員
か
ら
事
業
に
よ
り
負
担
率

が
違
う
の
か
と
の
質
疑
が
あ
り
、

国
庫
補
助
と
京
都
府
単
独
分
と

分
か
れ
て
お
り
、
今
回
、
負
担

率
5
％
と　

％
の
違
い
は
、
一

10

般
の
部
と
公
共
施
設
関
連
の
部

分
が
あ
る
。
三
河
に
つ
い
て
は
、

　

％
か
ら
5
％
の
い
ろ
い
ろ
な

20負
担
割
合
が
あ
る
中
で
大
規
模

斜
面
は
5
％
、
そ
の
他
は　

％
10

の
採
択
基
準
が
あ
り
、
そ
の
他

と
い
う
こ
と
で　

％
と
な
っ
て

10

い
る
と
の
答
弁
で
し
た
。

●
日
本
の
鬼
の
交
流
博
物
館
設

備
改
修
で
は
、
開
館
か
ら　

年
16

が
経
過
し
、
空
調
機
器
に
故
障

が
多
発
し
、
更
新
を
行
っ
た
が
、

入
札
の
執
行
残
が
生
じ
た
2
3

9
2
万
4
0
0
0
円
の
減
額
補

正
に
つ
い
て
、
委
員
よ
り
、
設

備
改
修
の
設
計
額
が
1
8
8
0

万
円
と
い
う
こ
と
だ
が
、
当
初

予
算
は
4
0
0
0
万
円
に
な
っ

て
い
る
が
、
そ
の
説
明
は
と
の

質
疑
が
あ
り
、
平
成　

年
度
に

19

2
カ
年
計
画
事
業
と
し
て
建
築

課
に
見
積
依
頼
を
し
、
5
0
0

0
万
円
程
度
と
報
告
を
受
け
た

が
、
最
小
限
の
経
費
で
単
年
度

で
行
う
方
法
で
検
討
し
な
お
し

た
結
果
、
4
0
0
0
万
円
で
計

上
し
た
。
平
成　

年
度
の
予
算

23

配
分
の
後
、
詳
細
設
計
を
し
た

と
こ
ろ
設
計
金
額
1
8
8
0
万

5
5
0
0
円
に
な
っ
た
と
の
答

弁
で
し
た
。（
賛
成
多
数
可
決
）

●
入
札
の
結
果
厨
房
の
機
器
を

（
株
）ア
イ
ホ
ー
京
都
営
業
所
が

落
札
し
た
。
委
員
よ
り
、
入
札

参
加
業
者
が
2
者
と
い
う
こ
と

で
、
落
札
率
が　

％
以
上
と
非

94

常
に
高
い
。
入
札
形
態
と
業
者

の
参
加
範
囲
に
つ
い
て
問
う
質

疑
が
あ
り
、
入
札
の
方
法
は
条

件
付
き
一
般
競
争
入
札
で
あ
り
、

条
件
に
は
5
0
0
0
食
以
上
の

施
設
の
納
入
実
績
の
条
件
（
全

国
で
5
、
6
社
が
該
当
）
を
付

け
て
入
札
を
行
っ
た
。
結
果
２

社
の
応
募
が
あ
っ
た
。
と
の
答

弁
が
あ
っ
た
。
委
員
よ
り
、
国

内
で
5
、
6
社
だ
と
寡
占
状
況

に
な
り
入
札
と
し
て
不
透
明
に

な
る
と
の
指
摘
に
、
こ
の
業
種

は
専
門
的
で
あ
り
、
特
許
を
含

め
、
安
全
性
の
観
点
か
ら
業
者

が
限
ら
れ
て
く
る
の
は
や
む
を

得
な
い
と
の
答
弁
で
し
た
。

（
賛
成
多
数
可
決
）

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§　

333333
月月月月月月
定定定定定定
例例例例例例
市市市市市市
議議議議議議
会会会会会会
常常常常常常
任任任任任任
委委委委委委
員員員員員員
会会会会会会
審審審審審審
査査査査査査
報報報報報報
告告告告告告

3
月
定
例
市
議
会 
常
任
委
員
会
審
査
報
告

経　 済
常任委員会

　

3
月
定
例
市
議
会
本
会
議
に
お
い
て
、
付
託
を
受
け
た
条
例
改
正
、
補

正
議
案
な
ど
5
議
案
を
3
月　

日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
慎
重
な
審
査
を

21

行
い
、
5
議
案
を
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

文 教 建 設
常任委員会

　

3
月
定
例
市
議
会
本
会
議
に
お
い
て
、
委
員
会
付
託
を
受
け
た
条
例
改

正
、
補
正
予
算
な
ど
の　

議
案
を
3
月　

日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
慎
重

13

21

な
審
査
を
行
い
、
6
議
案
を
賛
成
多
数
、
7
議
案
を
全
員
賛
成
で
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

主
な
議
案
審
査

主
な
議
案
審
査

▼
福
知
山
市
下
水
道
事
業

　

特
別
会
計
補
正
予
算

▼
平
成　

年
度
一
般
会
計

23

　

補
正
予
算（
所
管
事
項
）

大江町の南山から尾藤奥を結ぶ現在の道路

▼
福
知
山
市
ガ
ス
水
道
部

　

の
企
業
職
員
の
給
与
の

　

種
類
及
び
基
準
を
定
め

　

る
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
条
例
の
制
定
に
つ

　

い
て

▼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建

　

設
工
事
に
伴
う
厨
房
機

　

器
の
購
入
に
つ
い
て

▼
平
成　

年
度
一
般
会
計

23

補
正
予
算（
所
管
事
項
）　
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■議員別議案賛否一覧表（賛否が分かれた議案の賛否状況を掲載しています。） 

■全員賛成で可決となった議案

○：議案に対して賛成     ×：議案に対して反対  －：棄権　　※野田勝康議員（福政会）は、議長職のため表決に加わっていません。

議第
１５７号

議第
１５５号

議第
１５４号

議第
１４９号

議第
１４７号

議第
１４６号

議第
１４４号

議第
１４３号

議第
１２５号

議第
１０７号

議第
１０５号

議第
１０３号

議第
１００号

議第
９８号

議第
９０号

議第
８９号

物
品
の
取
得
に
つ
い
て
（
福
知
山
市
新
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
建
設
工
事
に
伴
う
厨
房
機
器
）

福
知
山
都
市
計
画
事
業
福
知
山
駅
南
土
地
区
画
整
理
事

業
施
行
規
程
を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

福
知
山
都
市
計
画
事
業
福
知
山
駅
南
土
地
区
画
整
理
事

業
特
別
会
計
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

福
知
山
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

平
成　

年
度
福
知
山
都
市
計
画
事
業
石
原
土
地
区
画
整

２３

理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

平
成　

年
度
福
知
山
都
市
計
画
事
業
福
知
山
駅
南
土
地

２３

区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

平
成　

年
度
福
知
山
市
国
民
健
康
保
険
事
業

２３

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

平
成　

年
度
福
知
山
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

２３

福
知
山
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

平
成　

年
度
福
知
山
市
下
水
道
事
業
会
計
予
算

２４

平
成　

年
度
福
知
山
市
ガ
ス
事
業
会
計
予
算

２４

平
成　

年
度
福
知
山
市
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

２４

特
別
会
計
予
算

平
成　

年
度
福
知
山
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

２４

平
成　

年
度
福
知
山
都
市
計
画
事
業
石
原
土
地
区
画
整

２４

理
事
業
特
別
会
計
予
算

平
成　

年
度
福
知
山
市
国
民
健
康
保
険
事
業

２４

特
別
会
計
予
算

平
成　

年
度
福
知
山
市
一
般
会
計
予
算

２４

認定認定認定認定認定認定認定認定認定認定認定認定認定認定認定認定議決結果

○××××××××○××××××塩見卯太郎
日本共
産党福
知山市
会議員
団

○××××××××○××××××足立　　 進

○××××××××○××××××大槻富美子

○××××××××○××××××中島　 英俊

○××××××××○××××××吉見　 純男

○○○○○○○○○○○○○○○○大谷　 洋介公明党
福知山
市会議
員団

○○○○○○○○○○○○○○○○足立　 伸一

○○○○○○○○○○○○○○○○吉見　 茂久

○○○○○○○○○○○○○○○○田中　 法男

福知山
未来の
会

○○○○○○○○○○○○○○○○奥藤　　 晃

○○○○○○○○○○○○○○○○田渕　 裕二

○○○○○○○○○○○○○○○○谷垣　 和夫

○○○○○○○○○○○○○○○○森下　 賢司

○○○○○○○○○○○○○○○○谷口　　 守

平成会
○○○○○○○○○○○○○○○○高宮　 辰郎

○○○○○○○○○○○○○○○○藤田　　 守

○○○○○○○○○○○○○○○○桐村　 一彦

○○○○○○○○○○○○○○○○稲葉　 民俊

福政会 ○○○○○○○○○○○○○○○○和田　　 久

○○○○○○○○○○○○○○○○芦田　 眞弘

×○○○○○○○○×○×○○○×荒川　 浩司市民と
改革の
会 ×○○○○○○○○×○×○○○×�橋　 正樹

×○○○○○○○○×○○○○○×稲垣　 司郎刷新の
会 ×○○○○○○○○×○○○○○×塩見日出勝

○○○○○○○○○○○○○○○○木戸　 正�無会派

議　
　

案

会派別議員名
（議決結果）

2月臨時市議会・3月定例市議会の議決結果について

2月臨時市議会
工事請負契約の変更について（仲ノ坪北貯留施設築造工事）議第  87 号

訴訟上の和解について（損害賠償請求控訴事件に関する和解）議第  88 号

■全員賛成で可決となった議案
3月定例市議会

平成24年度福知山市国民健康保険診療所費特別会計予算議第  91 号

平成24年度福知山市と畜場費特別会計予算議第  92 号

平成24年度福知山市簡易水道事業特別会計予算議第  93 号

平成24年度福知山市宅地造成事業特別会計予算議第  94 号
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平成24年度福知山市休日急患診療所費特別会計予算議第  95 号

平成24年度福知山市公設地方卸売市場事業特別会計予算議第  96 号

平成24年度福知山市農業集落排水施設事業特別会計予算議第  97 号

平成24年度福知山都市計画事業福知山駅周辺土地区画整理事業特別会計予算議第  99 号

平成24年度大江都市計画事業河守土地区画整理事業特別会計予算議第101号

平成24年度福知山市下夜久野地区財産区管理会特別会計予算議第102号

平成24年度福知山市地域情報通信ネットワーク事業特別会計予算議第104号

平成24年度福知山市水道事業会計予算議第106号

平成24年度福知山市病院事業会計予算議第108号

福知山市地域情報通信ネットワーク事業特別会計条例の制定について議第109号

福知山市防災センター条例の制定について議第110号

福知山市事務分掌条例の一部を改正する条例の制定について議第111号

福知山市三和荘条例の一部を改正する条例の制定について議第112号

福知山市職員定数条例の一部を改正する条例の制定について議第113号

福知山市長及び副市長並びにガス水道事業管理者の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について議第114号

福知山市教育委員会の教育長の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定について議第115号

福知山市一般職職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について議第116号

福知山市三和町林業者等健康増進施設条例の一部を改正する条例の制定について議第117号

福知山市駐車場条例の一部を改正する条例の制定について議第118号

福知山市消防本部条例の一部を改正する条例の制定について議第119号

福知山市の消防署の設置、位置、名称及び管轄区域に関する条例の一部を改正する条例の制定について議第120号

福知山市消防団の設置、名称及び区域に関する条例の一部を改正する条例の制定について議第121号

福知山市火災予防条例の一部を改正する条例の制定について議第122号

福知山市消防手数料条例の一部を改正する条例の制定について議第123号

福知山市犯罪被害者等支援条例の制定について議第124号

福知山市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について議第126号

福知山城憩いの広場条例の制定について議第127号

福知山市下水道事業区域外流入受益者分担金条例の制定について議第128号

福知山市下水道条例の制定について議第129号

福知山市農村研修集会施設条例の一部を改正する条例の制定について議第130号

福知山市農業集落排水施設条例の一部を改正する条例の制定について議第131号

福知山市農林関係事業費分担金徴収条例の一部を改正する条例の制定について議第132号

福知山都市計画下水道事業受益者負担に関する条例の一部を改正する条例の制定について議第133号

福知山市特定環境保全公共下水道事業分担金徴収条例の一部を改正する条例の制定について議第134号

福知山市ガス事業及び水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について議第135号

福知山市ガス水道部の企業職員の給与の種類及び基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について議第136号

福知山市営住宅条例の一部を改正する条例の制定について議第137号

福知山市駅前広場条例の一部を改正する条例の制定について議第138号

福知山市立公民館条例の一部を改正する条例の制定について議第139号

福知山市立図書館条例の一部を改正する条例の制定について議第140号

辺地総合整備計画の策定について議第141号

過疎地域自立促進市町村計画の変更について議第142号

平成23年度福知山市下水道事業特別会計補正予算（第１号）議第145号

平成23年度福知山都市計画事業福知山駅周辺土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号）議第148号

過疎地域における福知山市税条例の特例に関する条例の一部を改正する条例の制定について議第150号

近畿圏都市開発区域指定に伴う市税特別措置条例の一部を改正する条例の制定について議第151号

福知山市介護従事者処遇改善臨時特例基金条例を廃止する条例の制定について議第152号

福知山市下水道事業特別会計条例を廃止する条例の制定について議第153号

工事請負契約の締結について（福知山市新学校給食センター建設工事に伴う電気設備工事）議第156号

字の区域の廃止並びに字の区域及び名称の変更について（大江都市計画事業河守土地区画整理事業施行に伴う）議第158号

公の施設に係る指定管理者の指定について（福知山市ファームガーデンやくの農林水産物処理加工施設）議第159号

市道の認定及び廃止並びに路線変更について（駅周辺土地区画整理事業及び鉄道高架関連事業による新設ほか）議第160号

人権擁護委員の候補者の推薦について（�木久美子さん　菟原下、62才）議第161号

ＴＰＰ（環太平洋戦略的経済連携協定）参加問題に関し、的確な政策決定を求める意見書市会発意第1号

福知山市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について市会発議第1号



平成２４年５月１日発行No.89 ふくちやまし 

16

委
員
会
の
構
成

　

委

員

長　

大
谷　

洋
介

　

副
委
員
長　

塩
見
日
出
勝

　

委　
　

員　

田
中　

法
男

　

委　
　

員　

木
戸　

正
�

　

委　
　

員　

吉
見　

純
男

　

委　
　

員　

谷
口　
　

守

▽
建
設
中
の
福
知
山
市
消
防
防

災
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
消
防

本
部
か
ら
進
捗
状
況
や
施
設
機

能
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

  

　

こ
の
施
設
は
、
消
防
本
部
や

消
防
署
な
ど
の
「
消
防
機
能
」、

防
災
シ
ア
タ
ー
、
防
災
体
験
・

学
習
な
ど
の
「
市
民
防
災
研
修

機
能
」、災
害
情
報
や
避
難
情
報

の
受
発
信
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
設
置

な
ど
の
「
災
害
対
策
機
能
」
の

三
つ
の
機
能
を
併
せ
も
ち
、
市

民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め

に
活
用
さ
れ
ま
す
。

▽
合
併
後
の
諸
課
題
を
か
か
え
、

行
財
政
改
革
に
取
り
組
む
兵
庫

県
篠
山
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
市
に
お
い
て
も
、

将
来
的
な
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
説
明
を
受
け
る
な
ど

調
査
研
究
に
も
委
員
会
と
し
て

取
り
組
み
ま
し
た
。

▽
土
地
開
発
公
社
の
精
算
内
容

に
つ
い
て
、　

月　

日
に
神
奈

10

27

川
県
三
浦
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

本
市
と
同
じ
く
、
設
立
さ
れ
た

1
9
7
0
年
代
は
、
公
共
事
業

の
た
め
の
土
地
の
先
行
取
得
制

度
が
大
き
な
役
割
を
担
い
、
都

市
基
盤
整
備
事
業
の
早
期
完
了

に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
が
、

長
期
に
わ
た
る
景
気
の
低
迷
と

財
政
状
況
の
悪
化
を
背
景
と
し

て
、
長
期
保
有
土
地
が
増
え
、

金
利
負
担
増
加
に
よ
る
土
地
の

簿
価
上
昇
は
非
常
に
深
刻
に

な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

本
市
は
、
ま
ず
は
解
散
の
前

に
外
部
監
査
を
し
っ
か
り
と
入

れ
現
状
を
調
査
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

▽
議
会
基
本
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
、
京
丹
後
市
、
綾
部
市
、

福
島
県
会
津
若
松
市
、
三
重
県

伊
賀
市
を
視
察
し
ま
し
た
。
そ

の
上
で
、
協
議
会
に
て　

回
協

21

議
し
、
途
中
、
全
員
協
議
会
で

2
回
、
幹
事
会
で
2
回
の
経
過

報
告
を
し
ま
し
た
。

　

二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う

議
会
の
役
割
を
明
確
に
し
、
権

限
を
発
揮
す
る
た
め
、
市
民
参

加
、
情
報
公
開
を
二
本
柱
と
し

た
条
例
の
制
定
が
必
要
で
す
。

委
員
会
の
構
成

　

委

員

長　

荒
川　

浩
司

　

副
委
員
長　

谷
垣　

和
夫

　

委　
　

員　

和
田　
　

久

　

委　
　

員　

奥
藤　
　

晃

　

委　
　

員　

大
槻
富
美
子

　

委　
　

員　

藤
田　
　

守

　

委　
　

員　

吉
見　

茂
久

▽
市
民
厚
生
委
員
会
で
は
3
日

間
に
わ
た
り
各
所
管
の　

施
設

14

を
訪
問
し
、
各
施
設
長
・
職
員

の
皆
様
、
そ
し
て
担
当
課
に
は

大
変
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
実

施
事
業
・
課
題
の
現
状
把
握
に

努
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　

〈
健
康
推
進
室
所
管
〉

○
福
知
山
市
中
央
保
健
福
祉

　

セ
ン
タ
ー   
（
北
本
町
二
区
）

○
福
知
山
市
東
部
保
健
福
祉

　

セ
ン
タ
ー   
（
三
和
町
千
束
）

○
福
知
山
市
北
部
保
健
福
祉

　

セ
ン
タ
ー   
（
大
江
町
河
守
）

〈
子
育
て
支
援
課
所
管
〉

○
福
知
山
市
障
が
い
児
通
園
療

　

育
セ
ン
タ
ー
く
り
の
み
園　

　
　
　
（
昭
和
新
町
）

○
福
知
山
市
立
げ
ん
鬼
保
育
園

（
大
江
町
河
守
）

○
福
知
山
市
立
天
津
保
育
園

（
上
天
津
）

○
修
斉
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

○
惇
明
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

○
大
江
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

○
上
川
口
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

〈
子
育
て
支
援
課
担
当
〉

○
福
知
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

大
江
支
所

（
大
江
町
船
越
会
館
内
）

〈
社
会
福
祉
課
担
当
〉

○（
社
）み
つ
み
福
祉
会

　

き
き
ょ
う
の
杜（
桔
梗
が
丘
）

○（
社
）竹
毛
希
望
の
家

（
昭
和
新
町
）

〈
高
齢
者
福
祉
課
担
当
〉

○（
社
）み
つ
み
福
祉
会
三
愛
荘

　
（
猪
崎
）

市
民
厚
生
委
員
会
で
は
今
回
の

視
察
で
得
た
も
の
を
、
各
委
員

が
議
会
活
動
に
生
か
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
管
内
視
察
は
今

後
も
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

委
員
会
の
構
成

　

委

員

長　

足
立　
　

進

　

副
委
員
長　

稲
葉　

民
俊

　

委　
　

員　

桐
村　

一
彦

　

委　
　

員　

足
立　

伸
一

　

委　
　

員　

田
渕　

裕
二

　

委　
　

員　

塩
見
卯
太
郎

　
各
常
任
委
員
会
で
は
、議
会
の
閉
会
中
に
お
い
て
も
、所
管
事
項
に
つ
い
て
の
調
査
・
研
究
活
動

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
結
果
は
、全
議
員
に
報
告
し
、議
会
の
審
議
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。 

総
務
委
員
会

市
民
厚
生
委
員
会

経
済
委
員
会

福知山市消防防災センター建設現場

福知山市北部保健福祉センター
にて事業を見学上川口放課後児童クラブの様子

（社）竹毛希望の家にて意見交換

建
設
中
の
福
知
山
市
消
防

防
災
セ
ン
タ
ー
を
視
察

活
動
日　

２
月　

日
１５

財
政
健
全
化
に
関
す
る
調

査
・
研
究

活
動
日　

８
月
１
日
ほ
か

土
地
開
発
公
社
に
関
す
る

調
査
・
研
究

議
会
基
本
条
例
に
関
す
る

研
究
・
協
議

福
祉
保
健
部
の
管
内
施
設

を
視
察

活
動
日　

２
月　

・　

・　

日

１３

１４

１６
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▽
三
和
町
梅
原
地
内
で
行
っ
て

い
る
水
菜
の
周
年
栽
培
の
生
産

状
況
や
、
農
業
に
取
り
組
ま
れ

た
き
っ
か
け
を
聞
き
ま
し
た
。

▽
街
の
活
性
化
に
向
け
た
企
画

と
し
て
、
成
美
大
学
や
淑
徳
高

校
、
大
江
高
校
、
成
美
高
校
の

学
生
に
よ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
開
設

の
準
備
に
立
ち
寄
り
、
献
立
の

内
容
や
取
り
組
み
の
意
気
込
み

に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

　

他
に
、
ア
ネ
ッ
ク
ス
京
都
三

和
、
下
荒
河
浄
水
場
、
ガ
ス
基

地
、
公
設
市
場
、
雨
水
貯
留
施

設
な
ど
を
視
察
研
修
し
ま
し
た
。

▽
農
作
物
被
害
が
後
を
た
た
な

く
、
農
家
の
栽
培
意
欲
を
減
退

さ
せ
て
い
る
獣
害
被
害
を
少
な

く
す
る
た
め
に
、
1
、
生
息
数

等
の
的
確
な
把
握
に
基
づ
く
対

策
。
2
、
広
域
的
な
被
害
防
止

対
策
。
3
、
専
門
家
の
育
成
・

確
保
な
ど
合
計
で
5
項
目
の
要

望
書
を
、
京
都
府
中
丹
広
域
振

興
局
福
知
山
総
合
庁
舎
で
木
村

振
興
局
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。 

▽
豊
岡
市
役
所
出
石
総
合
支
所

で
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
普

及
に
よ
る
木
材
ペ
レ
ッ
ト
の
使

用
及
び
生
産
に
つ
い
て
聞
き
取

り
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

▽
京
丹
後
市
久
美
浜
町
の
「
京

た
ん
ご　

ぼ
た
ん
・
も
み
じ
比

治
の
里
」
を
訪
問
し
、
地
域
資

源
と
し
て
活
用
し
て
い
る
シ
カ 

・
イ
ノ
シ
シ
の
肉
加
工
・
販
売

の
状
況
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し

た
。

委
員
会
の
構
成

　

委

員

長　

高
宮　

辰
郎

　

副
委
員
長　

稲
垣　

司
郎

　

委　
　

員　

森
下　

賢
司

　

委　
　

員　

芦
田　

眞
弘

　

委　
　

員　

高
橋　

正
樹

　

委　
　

員　

中
島　

英
俊

▽
給
食
セ
ン
タ
ー
の
現
状
を
見

る
と
と
も
に
、
成
和
中
学
校
給

食
配
膳
室
及
び
リ
フ
ト
を
視
察

し
、
夜
久
野
中
学
校
で
は
委
員

全
員
が
2
6
7
円
の
実
費
を
出

し
給
食
を
試
食
し
ま
し
た
。
そ

の
後
懇
談
の
中
で
、
給
食
実
施

（
セ
ン
タ
ー
方
式
）に
よ
る
生
徒

へ
の
影
響
、
食
育
等
に
つ
い
て

の
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

今
、
問
屋
町
で
新
給
食
セ
ン

タ
ー
が
建
設
中
で
あ
り
、
よ
り

良
い
施
設
と
す
る
た
め
、
引
き

続
き
調
査
研
究
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

 　

ま
た
、
夜
久
野
中
学
校
の
校

舎
を
視
察
し
た
後
、
育
英
小
学

校
で
は
少
人
数
学
級
の
授
業
参

観
を
行
っ
た
後
、
複
式
学
級
等

の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
夜
久
野
地
域
に
お
い

て
は
、
夜
久
野
中
学
校
と
精
華

小
学
校
、
育
英
小
学
校
、
明
正

小
学
校
に
よ
る
夜
久
野
学
園
構

想（
小
中
一
貫
校
）が
進
行
中
で

あ
り
、
地
域
住
民
の
方
々
や
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
等
学
校
関
係
者
の
意
見

を
反
映
す
る
こ
と
で
、
よ
り
充

実
し
た
施
設
に
な
る
よ
う
委
員

会
と
し
て
も
努
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
並
行
し
て
、
将
来
廃
校
に

な
る
施
設
の
跡
地
利
用
に
つ
い

て
は
、
教
育
委
員
会
だ
け
で
な

く
、
市
全
体
の
各
部
門
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
、
村
お
こ
し
等
の

横
断
的
な
組
織
づ
く
り
を
提
案

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▽
市
営
住
宅
南
天
田
団
地
建
替

事
業
の
建
設
中
の
現
場
を
視
察

し
、
土
木
建
設
部
か
ら
工
事
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
詳
細
な
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
現
南
天
田

団
地
は
市
営
住
宅
と
府
営
住
宅

が
混
在
す
る
団
地
で
す
が
、
老

朽
化
が
進
み
建
替
え
と
な
り
ま

し
た
。
現
在
の
入
居
者
は
府
市

と
も
再
入
居
と
な
り
市
営
住
宅

と
し
て
管
理
さ
れ
ま
す
。安
心
・

安
全
な
住
居
の
確
保
、
少
子
高

齢
化
へ
の
対
応
、
高
齢
者
、
障

害
者
な
ど
人
に
や
さ
し
い
住
居

と
な
る
よ
う
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
建
替
工
事
は
工
期
を
分
け

て
2
棟
建
設
す
る
計
画
で
現
在

1
棟
目
を
建
設
し
て
い
ま
す
。

構
造
は
Ｒ
Ｃ
造
6
階
建　

床
面

積
2
3
6
1
㎡　

2
Ｄ
Ｋ　

戸
11

3
Ｄ
Ｋ　

戸
と
な
っ
て
い
ま
す
。

21

管
内
視
察活

動
日　

８
月　

日
１１

三�要さんのハウス内での収穫風景
学生レストラン開設前の丹波福知山
まちかどラボ（旧田中レストラン）

里
山
再
生
関
係
の
現
地
視
察

活
動
日　

１
月　

日
２７

市
営
住
宅
南
天
田
団
地
建

替
事
業
を
視
察

活
動
日　

２
月
１
日

給
食
セ
ン
タ
ー
及
び
管
内

の
小
中
学
校
を
視
察

活
動
日　

７
月
４
日

有
害
鳥
獣
被
害
対
策
に

つ
い
て
京
都
府
に
要
望

活
動
日　
　

月
１
日

１２

議会からの要望書を渡す経済委員会委員
（府福知山総合庁舎）

１週間寝かせたシカ肉を食用に加工中

文
教
建
設
委
員
会

夜久野中学校の学校給食

育英小学校少人数学級

建設中の市営住宅南天田団地の室内を視察
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支出科目内訳支出額交付額会派名
所属議員 その他の経費事務所費人件費公聴費広報費資料購入費資料作成費調査旅費研究研修費

0000258,7200102,246525,1250

886,091900,000

日本共産党
福知山市会
議員団

塩見卯太郎
足立　　進
吉見　純男
中島　英俊
大槻富美子

（１）主な政策研究テーマ
・図書館行政の充実　・議会活性化策の検討　・鳥獣被害防止対策　・限界集落対策　・環境対策　・再生可能エネルギー対策
（２）政務調査事項
・１月２４日愛媛県西予市「農村集落支援について」　・１月２５日香川県観音寺市「図書館行政について」
・１月２６日岡山県真庭市「木質バイオマスを生かした町づくりについて」
・２月２１日愛媛県西条市「西条市立図書館（図書館行政について）」
・２月２２日岡山県井原市「議会基本条例の制定の取り組みについて」
（３）政務調査の成果と課題等
・図書館行政の調査研究をもとに、福知山市立図書館の機能強化を求める政策提言を行う。
・限界集落の個々の対策から広域な地域協議会での取り組み導入など生かしたい。
・広大な森林の資源を活用して地域と産業再生の努力に学び、本市に活かす事が重要である。
・議会改革は、２元代表制として市民に開かれた議会のために努める。

00000125,01283,36777,360247,065

532,804540,000

公明党福知
山市会議員
団

大谷　洋介
足立　伸一
吉見　茂久

（１）主な政策研究テーマ
・議会基本条例の制定　・財政健全化
（２）政務調査事項
・８月２２日～２３日　市町村議会議員研修会「地方自治・分権時代に期待される地方議員ほか」
・１１月１日～２日　市町村議会議員特別セミナー「地方議会の役割と改革の行方ほか」
・１月１８日　大阪府大東市「議会基本条例制定の取り組みについて」
・１月１９日～２０日　市町村議会議員短期研修「自治体財政の見方ほか」
（３）政務調査の成果と課題等
・開かれた議会をめざし、情報公開・住民参加を謳う議会基本条例制定の研究につなげる。
・市全体の財政健全化にむけた、調査研究につなげたい。

000059,745162,195129,566542,3390

893,845900,000

福知山未来
の会

田中　法男
奥藤　　晃
田渕　裕二
谷垣　和夫
森下　賢司

（１）主な政策研究テーマ
・議会基本条例の制定　・図書館複合施設整備　・コミュニティーバス運行
（２）政務調査事項
・７月６日　千葉県佐倉市「議会基本条例制定の取り組みについて」
・７月７日～８日　市町村議会議員特別セミナー「地方議会の役割と改革の行方ほか」
・1月１６日～１７日　市町村議会議員特別セミナー「高齢化社会における福祉の今後ほか」
・１月１７日　東京都府中市「市民会館・図書館複合施設整備事業について」
・１月１８日　東京都羽村市「コミュニティーバスの運行について」
（３）政務調査の成果と課題等
・佐倉市の議会基本条例制定、府中市の図書館整備事業、羽村市のコミュニティーバス運行の取り組みについては、政策提言につなげていきたい。

0000073,720118,801302,335119,920

614,776615,000

平成会

谷口　　守
高宮　辰郎
藤田　　守
桐村　一彦

（１）主な政策研究テーマ
・空き家対策　・LED防犯灯設置　・まちづくり　・森林造成　・災害対策　・地方議会制度の研究
（２）政務調査事項
・７月６日　新潟県佐渡市「空き家対策事業及び LED防犯灯設置事業」
・７月７日　新潟県南魚沼市「牧之通りくらしまちなみ出会い空間整備事業」
・７月８日　長野県諏訪地方事務所「災害に強い森林づくり（森林の土砂災害防止機能）、各種森林造成事業
・１月３０日　実務研修「地方議員のための地方議会の制度と運営の実務」
（３）政務調査の成果と課題等
・急激な過疎化で空き家対策事業を展開している。売却や買い手等難しい課題も多い。
・議会基本条例制定に向け、参考になる部分があり有意義であった。

0000005,321202,0640

207,385360,000

政和会

木戸　正�
稲垣　司郎
※２４．２．２２
会派解散

（１）主な政策研究テーマ
・空き家対策　・LED防犯灯設置　・まちづくり　・森林造成　・災害対策
（２）政務調査事項
・７月６日　新潟県佐渡市「空き家対策事業及び LED防犯灯設置事業」
・７月７日　新潟県南魚沼市「牧之通りくらしまちなみ出会い空間整備事業」
・７月８日　長野県諏訪地方事務所「災害に強い森林づくり（森林の土砂災害防止機能）、各種森林造成事業
（３）政務調査の成果と課題等
・視察内容をもとにした研究成果を政策提言につなげたい。

000009,24960,130645,9060

715,285720,000

福政会

稲葉　民俊
野田　勝康
和田　　久
芦田　眞弘

（１）主な政策研究テーマ
・財政健全化の取り組み　・議会運営、議会改革　・中心市街地活性化基本計画　・市民協働
（２）政務調査事項
・７月２８日　北海道夕張市「財政再生計画について」　・７月２９日　北海道歌志内市「財政健全化の取り組みについて」
・２月８日　山口県周南市「議会運営・議会改革の取り組みについて」　・２月９日　佐賀県唐津市「認定中心市街地活性化計画について」
・２月１０日　福岡県八女市「市民協働によるまちづくり提案事業について」
（３）政務調査の成果と課題等
・本市の財政健全化の取り組みに対する政策提言を行う。
・唐津市における調査研究をもとに、まちなかの活性化に向けた政策提言を行う。
・八女市の乗合タクシーをもとに、交通空白地域への取り組みに対する政策提言を行う。

00001,6006,50014,806156,540176,675

356,121360,000

市民と改革
の会

荒川　浩司
�橋　正樹

（１）主な政策研究テーマ
・議会改革（議会改革の到達点・市民と議員の条例づくり）　・東日本大震災の復興と自治　・新しい政局と地方分権
（２）政務調査事項
・７月３０日～３１日　市民と議員の条例づくり交流会議、自治体議会改革フォーラム「議会改革の到達点ほか」
・１０月２６日　茨城県高萩市「高萩市の行政改革について」
・１０月２７日～２８日　地方自治経営学会「東日本大震災の復興と自治ほか」
・１１月２１日～２３日　第１６回清渓セミナー「これからの議会改革ほか」
（３）政務調査の成果と課題等
・６月議会に議員提案を出すための良い研修ができた。

000000000
030,000

刷新の会

稲垣　司郎
塩見日出勝

※平成２４年２月２２日会派結成

000002,0000042,230

44,230180,000

無会派

塩見日出勝
※２４．２．２２
刷新の会入会

（１）主な政策研究テーマ
・分権時代に期待される地方議員・地方議会像　・東日本大震災の復興と地方自治体
・自治体議会の役割と新しい議員像
・地方議員として知っておきたい地方財政の基礎知識
（２）政務調査事項
・８月２２日～２３日　市町村議会議員研修会「地方自治・分権時代に期待される地方議員ほか」
（３）政務調査の成果と課題等
・地方議員としてのあるべき姿や地方財政の基礎知識を学ぶことができた。
・議会改革に向けた地方議員像及び地方議会像を学び、参考となり有意義であった。

0000000043,290

43,290180,000

無会派

桐村　一彦
※２３．１０．２４
平成会入会

（１）主な政策研究テーマ
・分権時代に期待される地方議員・地方議会像　・東日本大震災の復興と地方自治体　・自治体議会の役割と新しい議員像
・地方議員として知っておきたい地方財政の基礎知識
（２）政務調査事項
・８月２２日～２３日　市町村議会議員研修会「地方自治・分権時代に期待される地方議員ほか」
（３）政務調査の成果と課題等
・地方議員としてのあるべき姿や地方財政の基礎知識を学ぶことができた。
・議会改革に向けた地方議員像及び地方議会像を学び、参考となり有意義であった。

000000000
015,000

無会派

木戸　正� ※平成２４年２月２２日無会派

平成 23年度政務調査費の各会派収支報告平成 23年度政務調査費の各会派収支報告
　議員の調査研究に資するために必要な経費の一部として、会派（無会派を含む）に対し議員1人あたり年額１８万円を政務
調査費として交付しています。なお、交付額から支出額を差し引いた残額は市に返還されます。

※年度の途中に会派の解散、結成、又は所属人数に変更があった場合は、交付額は調整されています。（単位：円）

■政務調査費ってなに？　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　地方議会の活性化を図ることを目的に、地方議員の調査活動基盤の充実を図り、議会の審議能力を強化するために、条例の定めによって、議会の
会派又は議員に対し政務調査費を交付しています。
　政務調査費は、議員の調査研究に必要な経費として交付されるもので、その使いみちは、市町村によって基準があり、主に行政に関する書籍や資
料の購入、視察調査の交通費、自主的な研究会の経費、資料作成のための事務費などに使うことができます。
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議
員
報
酬
等
検
討
委
員
会
は

平
成　

年　

月　

日
に
設
置
さ

23

11

22

れ
、
市
民
に
公
開
の
も
と
、
7

回
の
委
員
会
を
開
催
し
て
き
ま

し
た
が
、
平
成　

年
2
月
6
日

24

に
開
催
さ
れ
た
第
5
回
検
討
委

員
会
に
て
、
現
状
の
報
酬
額
を

維
持
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し

た
。

　

委
員
会
に
お
い
て
は
、
ま
ず

削
減
あ
り
き
と
い
う
結
論
で
は

な
く
て
、
全
国
の
類
似
団
体
や
、

議
会
と
と
も
に
二
元
代
表
制
の

一
翼
を
担
う
市
の
理
事
者
及
び

職
員
の
給
料
と
を
比
較
検
討
し

て
い
く
こ
と
で
、
政
務
調
査
費

や
議
員
定
数
と
も
互
い
に
関
わ

り
は
あ
る
が
、
議
員
報
酬
か
ら

結
論
を
出
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
で
進
め
て
き
ま
し
た
。
手
法

と
し
て
、
全
国
の
類
似
団
体
の

中
の
同
程
度
の
人
口
規
模
で
あ

る
都
市
や
京
都
府
内
各
市
の
状

況
、
本
市
理
事
者
の
給
料
月
額

や
職
員
の
職
階
別
及
び
等
級
別

の
平
均
給
料
月
額
、
ま
た
昨
年

の
５
月
改
選
よ
り
議
員
数
が
従

前
の　

人
か
ら
6
人
減
の　

人

32

26

と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
費
用
の

比
較
の
資
料
等
を
も
と
に
協
議

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
人
材
確
保
の
た
め
に
も
若

い
人
に
魅
力
の
あ
る
報
酬
額
が

必
要
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見

も
出
ま
し
た
が
、
今
の
社
会
経

済
情
勢
を
踏
ま
え
る
と
上
げ
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
減
額
す
べ
き
と
い
う

意
見
に
対
し
て
は
、
生
活
保
障

や
退
職
金
、
※

年
金
も
な
い
こ

と
や
、
本
市
の
議
員
報
酬
額
は

他
の
類
似
団
体
等
の
報
酬
額
と

比
較
し
て
も
特
別
に
高
い
と
は

言
え
な
い
こ
と
、
ま
た
、
昨
年

５
月
の
改
選
に
よ
り
定
数
が

減
っ
て
、
議
員
に
か
か
る
経
費

は
概
算
で
約
4
0
0
0
万
円
ほ

ど
削
減
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
最
終
的
に
現
状
の
報
酬

額
を
維
持
す
る
こ
と
で
合
意
し

た
も
の
で
す
。
ま
た
、
報
酬
額

に
つ
い
て
は
毎
年
検
討
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
適
切
な
報
酬

額
の
決
定
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
政
務
調
査
費
や
費
用

弁
償
、
議
員
定
数
等
に
つ
い
て

も
引
き
続
き
総
合
的
に
検
討
し

て
い
く
予
定
で
す
。

　

検
討
委
員
会
の
開
催
予
定
に

つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
福
知
山
市
議
員
報
酬
等
検
討
委
員
会
）

〔
注
記
〕

　

※
地
方
議
会
議
員
年
金
制
度
は
、
平

成　

年
6
月
1
日
を
も
っ
て
制
度
が
廃

23
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て
、

メ
ー
ル
に
て
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
…

障
が
い
の
あ
る
…

・
障
害
者
、
障
害
と
漢
字
を
使

う
方
が
読
み
易
い

　　

議
会
だ
よ
り
の
表
記
に
つ
い

て
の
ご
指
摘
を
い
た
だ
き
、
大

変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

近
年
、
障
害
者
の
「
害
」
と

い
う
字
の
表
記
に
つ
い
て
は
、

様
々
な
論
議
が
あ
り
ま
す
が
、

障
害
者
支
援
の
充
実
や
障
害
者

問
題
に
対
す
る
啓
発
が
進
み
、

「
害
」
と
い
う
漢
字
の
イ
メ
ー

ジ
が
良
く
な
い
こ
と
や
偏
見
や

不
快
を
感
じ
る
人
も
い
る
と
い

う
こ
と
か
ら
、
地
方
自
治
体
な

ど
の
公
共
機
関
や
福
祉
関
係
団

体
な
ど
に
お
い
て
は
、
広
報
紙

や
啓
発
紙
な
ど
に
「
障
が
い

者
」「
障
が
い
の
あ
る
人（
方
）」

と
い
う
ひ
ら
が
な
表
記
を
使
う

と
こ
ろ
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

福
知
山
市
で
も
啓
発
紙
な
ど

に
お
い
て
、
ひ
ら
が
な
表
記
を

使
っ
て
き
た
経
過
も
あ
り
ま
す

が
、
実
際
に
は
、
障
害
者
支
援

に
関
す
る
法
律
や
各
種
事
業
の

名
称
な
ど
に
は
、
「
障
害
者
」

の
表
記
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い

た
こ
と
か
ら
、
議
会
だ
よ
り
編

集
委
員
会
の
中
で
も
、
「
障
害

者
」
の
表
記
だ
け
で
な
く
、
市

民
の
方
に
伝
わ
り
や
す
い
表
記

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

◆
市
議
会
に
つ
い
て
、
投
書
に

て
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　　

初
め
て
市
議
会
を
拝
聴
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
い
ろ
い
ろ
感
じ

ま
し
た
。

・
議
場
の
暖
房
が
効
き
す
ぎ
、

　

分
程
で
暑
く
て
外
に
出
ま
し

40た
。

・
○
○
議
員
は
、
市
民
の
立
場

に
た
っ
て
の
質
問
で
分
か
り
や

す
く
て
い
い
質
問
だ
と
思
い
ま

す
。

　

こ
の
た
び
は
、
傍
聴
し
て
い

た
だ
き
、
ま
た
、
貴
重
な
意
見

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

傍
聴
席
の
暖
房
が
効
き
す
ぎ

で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

　

空
調
に
つ
い
て
は
、
毎
回
、

担
当
課
の
職
員
も
効
き
具
合
を

確
か
め
て
い
ま
す
が
。
５
階
部

分
で
ち
ょ
う
ど
良
い
温
度
設
定

に
す
る
と
ど
う
し
て
も
６
階
の

傍
聴
席
に
お
い
て
は
、
温
度
が

高
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
快
適
に
傍
聴
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
そ
し
て
省

エ
ネ
の
観
点
か
ら
も
今
後
も
担

当
課
と
連
携
し
、
温
度
調
整
に

配
慮
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

○
○
議
員
の
一
般
質
問
の
件

に
つ
い
て
は
、
議
員
に
も
伝
え

ま
し
た
と
こ
ろ
大
変
励
み
に
な

る
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
市
議
会
で
は
、
市

民
の
皆
様
に
分
か
り
や
す
い
議

会
、
開
か
れ
た
議
会
に
な
る
よ

う
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

ご
意
見
箱

福知山市議会ホームページへの 
アクセスは検索画面で 

検　索 福知山市議会 

福知山市議会ホームページへの 
アクセスは検索画面で 

福知山市議会ホームページへの 
アクセスは検索画面で 

を入力してクリック！ 
http://fukuchiyama-shigikai. jp/

　市議会ホームページでは、議員紹介、議決結果、定例会日程、 
市議会の概要などが確認できます。また、会議録の閲覧・検索、 
議会中継や録画放映を見ることができます。 

議
員
報
酬
等
検
討
委
員
会
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「
元
気
や
で
福
知
山
！
」

の
第
3
回
を
掲
載
し
ま
す
。

　

福
知
山
で
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
を
通
じ
て
が
ん
ば
る
人
を
、

取
材
先
と
し
て
募
集
し
、
議

員
が
訪
問
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
去
る
3
月　

日
、

18

夜
久
野
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
で

公
民
館
行
事
と
し
て
行
わ
れ

た
『
夜
久
野
で
第
九
♪
』
の

取
材
を
し
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
公

民
館
職
員
3
名
の
方
と
合
唱

指
導
を
さ
れ
た 
安  
達  
節  
子 
さ

あ
ん 
た
つ 
せ
つ 
こ

ん
に
、
練
習
の
過
程
や
発
表

当
日
の
様
子
な
ど
を
、
熱
心

に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
夜
久
野
で
発
表
会

を
行
う
に
至
っ
た
い
き
さ
つ

は
、　

年
前
の
旧
町
時
代
の

12

下
地
区
公
民
館
長
衣
川 
璋 
さ
あ
き
ら

ん
の
「
こ
の
地
で
第
九
を
や

り
た
い
」
と
の
意
向
が
安
達

さ
ん
に
伝
わ
っ
て
お
り
、

ホ
ー
ル
が
完
成
し
た
7
年
前

か
ら
話
題
に
あ
が
っ
て
い
た

こ
と
。
そ
し
て
、
地
域
で
も
、

各
学
校
で
プ
ロ
の
演
奏
会
が

行
わ
れ
、
夜
久
野
中
学
校
で

は
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
学
校
音
楽

コ
ン
ク
ー
ル
京
都
府
大
会
」

で
金
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、

音
楽
へ
の
高
ま
り
が
感
じ
ら

れ
る
中
で
、
い
よ
い
よ
第
九

合
唱
の
チ
ャ
ン
ス
到
来
と
と

ら
え
、
公
民
館
講
座
と
し
て
、

歌
う
人
を
募
集
さ
れ
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
人
の
年
齢
は
幅

広
く
、
小
学
生
か
ら　

歳
前

80

後
と
見
受
け
ら
れ
る
人
ま
で
。

「
歓
喜
の
歌
」
を
歌
っ
た
こ

と
の
な
い
人
も
あ
り
、
地
元

の
人
は
4
割
強
で
し
た
。

　

昨
年
の
5
月
よ
り
計　

回
20

の
講
座
で
、
1
回
の
講
座
ご

と
に
安
達
さ
ん
と
コ
ー
ラ
ス

グ
ル
ー
プ
「
ハ
ー
ト
フ
ル
ブ

レ
ス
」
の
方
々
に
よ
り
綿
密

な
計
画
を
組
ま
れ
て
き
ま
し

た
。
参
加
者
が
練
習
に
欠
席

し
て
も
、
各
自
の
歌
う
パ
ー

ト
の
録
音
Ｃ
Ｄ
を
作
成
し
て

貸
し
出
す
な
ど
、
細
心
の
準

備
を
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
集
団
練
習
で
は
、
パ
ー

ト
ご
と
に
ピ
ア
ノ
、
キ
ー
ボ 

ー
ド
の
伴
奏
で
、
発
声
か
ら

ド
イ
ツ
語
読
み
と
難
し
い
も

の
で
し
た
。
楽
譜
を
見
ず
に

覚
え
て
歌
う
こ
と
が
目
標
で

し
た
が
、
困
難
な
人
に
は
経

験
者
か
ら
の
「
私
た
ち
が
支

え
る
」
の
声
が
あ
っ
て
、
気

が
楽
に
な
り
発
表
会
へ
の
峠

を
越
え
ら
れ
た
人
が
多
か
っ

た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
演
奏
に
は
Ｍ
Ａ
Ｆ

（
マ
ー
フ
）
管
弦
楽
団
の
皆

さ
ん
が
協
力
さ
れ
、
3
月　
11

日
と　

日
に
合
同
練
習
が
行

14

わ
れ
、　

日
の
本
番
に
臨
ま

18

れ
ま
し
た
。　

日
の
練
習
で

11

は
、
東
日
本
大
震
災
後
１
年

で
し
た
の
で
、
震
災
の
起
き

た
同
時
刻
に
練
習
場
で
黙
祷

を
捧
げ
ら
れ
た
こ
と
を
話
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
本
番
を
終
え
た

合
唱
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、

み
ん
な
で
歌
え
た
こ
と
で
、

感
動
に
満
ち
溢
れ
て
い
た
と

の
こ
と
で
す
。　

　

最
後
に
、
今
後
に
つ
い
て

の
活
動
は
、
ま
た
や
り
た
い

人
も
あ
る
が
、
今
回
で
得
た

も
の
や
課
題
な
ど
の
検
討
を

終
え
て
か
ら
考
え
た
い
。
ま

た
、
ホ
ー
ル
を
使
っ
て
地
域

文
化
の
発
展
に
努
め
て
い
き

た
い
こ
と
な
ど
を
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

議員訪問インタビュー No.3

■今回の訪問議員：稲垣　司郎議員・足立　進議員（夜久野ふれあいプラザにて） 

「夜久野で第九♪」みんなで創り上げた歓喜の歌 
～夜久野地域公民館・夜久野地域公民館運営協議会に訪問～ 

　

新
年
度
の
予
算
な
ど
審
議

を
行
う
3
月
定
例
議
会
は
、

活
発
な
質
疑
や
討
論
な
ど
を

経
て
、　

日
に
閉
会
し
ま
し

29

た
。

　

今
議
会
は
、
新
年
度
予
算

な
ど
に
係
る
膨
大
な
書
類
審

査
と
質
疑
に
相
当
な
時
間
を

必
要
と
す
る
た
め
、
一
般
質

問
（
毎
回　

人
程
度
）
に
代

20

え
て
各
会
派
の
代
表
質
問

（
7
人
）
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
残
り
の
紙
面
は
、
皆
様

に
よ
り
多
く
の
情
報
を
お
知

ら
せ
で
き
る
よ
う
に
努
め
ま

し
た
。

　

今
回
の
議
会
だ
よ
り
の
メ

ン
バ
ー
は
、
任
期
が
昨
年
5

月
か
ら
で
、
発
刊
も
4
回
目

と
な
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
8

月
の
市
町
村
議
会
広
報
研
修

会
へ
の
参
加
で
学
ん
だ
「
事

実
を
伝
え
る
こ
と
が
市
民
の

信
頼
を
得
る
最
も
大
切
な
こ

と
で
あ
る
」
を
念
頭
に
置
き
、

編
集
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
が
、
今
後
と
も
皆
様

の
ご
意
見
や
ご
感
想
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

※
一
般
質
問
は
全
議
員
に
、

代
表
質
問
は
各
会
派
代
表
に
、

そ
れ
ぞ
れ
質
問
の
機
会
が
与

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
）
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右から、大隅万里子さん、大本夏代さん、
衣川豊館長、合唱指導の安達節子さん。
左から、足立進議員、稲垣司郎議員。
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